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日本国際生命科学協会 (InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養

および食品関連の安全性に関係する諸問題を解決す

るため、政府機関、学術機関および産業界の国際的

な協力体制のもとで、科学的な観点から調査研究を

推進するために設立された非営利の科学団体である

国際生命科学協会（InternationalLife Sciences 

Institute; ILSI) の一部門として日本を中心に活動

している非営利の科学団体です。
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産官学協調のdialogue

日本国際生命科学協会 副会長

奈良県立医科大学腫蕩病理教授

小西陽一

国際生命科学協会 （InternationalLife Sci-

ences Institute : ILSI）は、環境・健康・栄

養・食科学物質の安全性など我々の生活に関

わる様々の課題を科学的に解明し、人々がよ

り安全で健康な生活を営めることを目的とし

て1978年ワシントンD. C.に本部が設立さ

れた 。その後 1982年に支部としてILSI

JAPANが設立され、日本が世界へ貢献し得る

課題としてライフサイエンスを通じ、より高

い Qualityof Lifeの実現を追求する活動を展

開している。私は、 1982年より ILSI本部の学

術担当で副会長兼病理毒性研究所長であるド

イツのハノパー医科大学実験病理学教授

Ulrich Mohr博士と米国ハーバード大学の名誉

教授である ThomasC. Jones 博士との共同作業

で実験動物の各種臓器に関する国際シンポジ

ウムとILSI病理組織スライドセミナーを主催

してきた。この会の発足の動機と現状及び将

来への展望については既に記した 1-3）が、幸

いにも関係諸氏の協力で11年間にて無事全臓

器のシリ ーズを終了し、本年より第2シリ ー

ズを開催した。その聞に、私なりに産官学協

Dialogue of Co-operation 
for Science among 
Academia, Government and Industry 

’LSI.イJレシ一 （N。.39)94.6 

調の必要性と重要性を認識したので記す。

私の知き医科大学の基礎医学教室に属して

いる者にとって、官との協調は、宮の希望す

る研究課題に対し貢献し得る時に得られ、産

とのそれは発表した論文がその企業に興味を

持たれた時に得られると言っても過言ではな

い。企業は新しい薬品を含む化学物質や食品

を開発することにより利益を追求するが、 開

発過程における正確な知識による安全性と有

効性の追求は不可欠である。官は産から提出

される研究成果の解読に対する知識と自らの

研究成果をもとに対処すべきであり、学は病

気発生の原理の追求を理念として病巣発生の

機序の解明に努力すべきである。従って、産

官学の dialogueがなされた時に人類へ貢献し

得る成果が得られるものと考える。

奈良における第 2シリーズのセミナーは、

本年より ILSI奈良毒性病理セミナーと題し、

内分泌臓器を対象として 3日間の期間で発足

した。第1日目は、前シリーズと異なり、午

前中は、内分泌器官における毒性発現の評価

を官の立場から、実験動物における発がん機

Dr. YOICHI KONISHI 
Vice President, ILSI JAPAN 
Professor, Department of Oncological Pathology, 
Nara Medical University 
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構とヒトにおける内分泌腫湯の機能分化を学

の立場から講演を企画した。午後は産の参加

者による各論的な演題による講演を企画した

が、産からの講演内容は何れも充実したもの

であり、また、討論も活発に行われ、その場

にては研究内容に対する質問、コメントを介

して結果の解釈と研究の一層の発展について

の産官学の dialogueがあった。

近年、わが国の臨床医学は世界的に冠たる

高レベルとなっているが、それに伴って医療

費が高騰し、国家財政を圧迫している。一方、

基礎医学は米国に比べ遅れを取っているが、

世界的英文雑誌への日本からの発表数は増加

している。研究の根底は、病気の発生機構の

解明、早期発見、早期治療に分けられ、高度

な知識と技術を用いた分子レベルから生体レ

ベルのものとなっている。外因性刺激に対し

複雑に反応する生体内細胞の変化を捕らえる

には、 l人の研究者のみ、また 1つの研究室

のみで遂行できるものではなく、研究者の聞

の詳細な情報交換と共同作業が必要である。

このような観点からも産官学が一堂に会する

奈良ILSI毒性病理セミナーは、毒性と云う広

範囲な疾病発現の現象を解析する研究分野で

あると共に、化学物質の安全性と効力を実証

する疾病発生の予防に貢献し得る研究に対す

る最新情報の交換の場でもある。

このような研究が、単に基礎医学としてで

はなく生命科学全体を守備範囲として行われ

るならば、医療費の節減、ひいてはILSIの基

本概念たる Qualityof lifeの長寿達成へ貴重な

情報を提供するものであろう。目的を明確に

した産官学協調の研究体制と人的交流の活性

化が日本の基礎医学向上のために望まれる。

己

文献

1 ）福冨文武： LISI31, 3-8(1992) 

2）小西陽一： Oncologia20(3), 157・160(1987)

3）小西陽一： LISI32, 1-5(1992) 
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日本国際生命科学協会

1994年度総会報告

日本国際生命科学協会

事務局次長 麓大三

本協会1994年度総会は、役員、顧問、理事

及び各委員会委員長の総数61名出席のもとに、

3月4日、国際文化会館において開催された。

総会は下記議事次第に従い、角田会長が議長

となり、会議を司会し、審議が行われ、それ

ぞれ可決承認された。以下、その概要につい

て報告する。

議事次第：

1 .会長挨拶

2. 1993年度第2回理事会 （総会）議事録採

択

3.新入会員紹介

4.議題

( 1 ) 1993年度事業報告書 （案）

( 2 ) 1993年度決算報告書 （案）

( 3 ）会計監査報告

( 4 ) 1994年度事業計画書 （案）

( 5) 1994年度収支予算書 （案）

( 6 ）第2回「栄養とエイジングj国際会議

開催（案）

5. ILSI本部総会報告

6. ILSI JAPAN各委員会検討課題

7. そのイ也

ILSI JAPAN 

1994 Board of Directors Meeting Report 

/LSI.イルシ－ (No.39) 94.6 

1 .会長挨拶

開会に当たり、角田会長より次の要旨の挨

拶があった後、昨年度第 2回理事会の議事録

採択及ぴ新入会員の紹介が行われ、審議に入

った。

（会長挨拶）

本日は役員、本部理事、監事、顧問、理事

及び各委員会の委員長のご出席を頂き感謝に

堪えない。

先に年頭のご挨拶で申し上げたが、本協会

は設立以来13年目を迎え、私が本協会の会長

をお引き受けして 2年が経過した。この問、

国内外並びに本協会の大きな転換期を乗り切

りつつあることは会員皆様の強力なご支援に

よるものと厚く御礼申し上げる。本日の総会

において皆様の建設的なご意見を頂き、本年

度も実りある仕事を進め、本協会の一層の飛

躍を図りたいと存じている。

本年 1月21日から 1週間、 ILSI本部総会が

パハマで開催され、当協会から木村、十河両

副会長を代表として、 9名参加し、本部との

意見交換をお願いした。詳細については後刻

各出席者からご報告を頂くが、 ILSI全体の事

業活動の規模及び範囲は着実に拡大しつつあ

り、国際的な産・官・学のネ ットワークを通

DAIZO FUMOTO 

Administrator, ILSI JAPAN 

ι 
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じてILSIの目的である「より安全で、より健

康な世界をめざしてJそれぞれの組織が成果

を挙げつつある現状と言える。

さて、 ILSIJAPANにおいても、各研究委

員会は会員各社より多数の委員が参加され、

焦点を絞った委員会審議及び学術集会の実施

に際し、活発な活動が行われている。

本年の活動については、第2回「栄養とエ

イジング」国際会議の開催に向けての準備と、

ILSI奈良毒性病理セミナーの第2回シリーズ

の開始並びに各研究委員会による科学研究・

調査の推進が優先課題である。また、 ILSI

JAPANの活動の使命を関係方面にご理解頂

きつつ、新たな会員の増加のために我々の力

を結集したいと存じている次第である。

2.議題

議題（ 1 ) 1993年度事業報告書（案）について

議長：議題（ 1 ）について桐村事務局長に説

明を求めた。

桐村事務局長：事業報告書に基づき、 1993年

度ILSI本部総会出席、 ILSIJAPAN刊行

物、会員の増減、各常置委員会の開催

状況及び各種学術集会の開催について

事業報告書に従い、説明を行った。

議長：これを諮り、全員異議なく可決承認さ

れた。

議題（2)1993年度決算報告書（案）について

議長：議題（ 2）について大田財務委員長に

説明を求めた。

大田財務委員長：決算報告書（案）に

ついて説明を行い、併せて一般会計と

関連のある十周年記念特別会計に関す

る報告も行った。

議題（ 3）会計監査報告について

議長：議題（ 3）につき、監事に対し、監査

報告を依頼した。

印藤監事： 3月2日に青木監事とともに日本

ι 

国際生命科学協会事務所において、

決算報告書（案）及び関係書類につ

いて審査したところ、いずれも誤り

がなく正確に処理されていることが

認められた旨報告した。

議長：議題（3 ）について諮り、全員異議な

く可決承認された。

議題（ 4) 1994年度事業計画（案）、議題

( 5) 1994年度収支予算書（案）について

議長：議題（ 4 ）について桐村事務局長に、

議題（ 5）について大田財務委員長に

それぞれ説明を求めた。

桐村事務局長： 1994年度事業計画書に基づき、

組織の強化、財務の安定化、会議及

び各常置委員会の開催、科学研究の

推進、学術集会の開催と参加、出版、

広報活動、 ILSI本部及ぴ他支部との連

携、行政との関係強化及び関連学

会・協会への協力推進等について説

明を行った。

大田財務委員長： 1994年度収支予算

書（案）について説明を行った。

議長：議題（ 4 ）及び議題（ 6 ）に

ついて諮り、全員異議なく可決承認

された。

議題（ 6 ）第2回「栄養とエイジングj国際

会議開催（案）について

議長：本年度活動における優先検討課題であ

る本件については、木村副会長を中

心に「栄養とエイジングj研究委員

会において詳細検討を重ね、 ILSI本部

とも意見交換を行い、進められてい

るので、国際会議の開催について木

村副会長に説明を依頼した。

木村副会長：第2回「栄養とエイジング」国

際会議について（案）に基づき、開

催年月及び場所、組織委員会及び実

行委員会（運営、財務、プログラム、

/LSI.イJレシー （N，。.39)94.6 
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広報委員会）の構成、及びスピーカー

候補について説明を行った。

議長：只今の実施計画案で説明のあった実行

委員会の運営、財務、プログラム、広

報の各委員を選任頂き、 ILSI本部と連

携のもとに早急に実行段階に入る必要

があるので、よろしくお願いする。

議長：次に大田委員長に国際会議に伴う所要

経費等について説明を求めた。

大田委員長：第2回「栄養とエイジングJ国

際会議所要経費及ぴ募金方法（案）に

基づき、総予算概算、参加者見込み総

数及び参加費収入見込み、特別会費の

額及び積立方法及び94年度において必

要な準備費等について説明を行い、併

せて前回の第 1回「栄養とエイジングJ
国際会議の収支決算についても説明を

行った。

議長： ILSI-RFの資金面の協力、木村副会長

のご努力による会場費の節約等の配慮

を加味しても、前回国際会議のおよそ

半額の所要経費が見込まれるようであ

る。募金方法については役員会におい

ても討議した結果であり、会員各位の

ご協力をお願いする。よろしくご審議

頂きたい。

一以上に関し、主として募金方法のう

ち、特別会費の徴収及び参加費の額等

について数名の理事から意見が述べら

れた。

議長：これらの意見により、本件については、

役員会並びに今後設置される国際会議

実行委員会において、本日の意見を勘

案して更に検討致し、その結果を理事

各位にご連絡し、了承を得ることとし

た。

3. ILSI本部総会報告

議長：本年 l月21日から27日まで、パハマで

行われたILSI本部総会に本協会から木

村、十河両副会長を代表として 9名参

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 

加したので、代表として木村副会長及

ぴ十河副会長よりご報告頂き、続いて

総会概況について福冨事務局次長より、

また、 ILSI本部理事を代表して杉田本

部理事より、それぞれ報告を求めた。

木村副会長：総会の規模、参加者の紹介があ

った後、 ILSIJAPANとして本部総会

出席に当たっての重点課題、即ち第2

回「栄養とエイジングJ国際会議及び

奈良スライド・セミナー第2シリーズ

開催に対する協力要請、 ILSI-NF傘下

の「エイジング研究所jの日本への設

置についてのパック・アップ要請等に

ついて説明の後、 ILSIJAPANが世界

的に見て大きな成果を挙げているにも

拘らず、アメリカ、ヨーロッパに比べ

aggressiveな面に欠ける感があるので、

更に努力し、日本の力を国際的に示す

必要がある旨の報告を行った。

十河副会長： ILSI本部総会に始めて出席した

が、 ILSI総会は日本で考えていたもの

と全く異なった印象を受けた。 ILSI総

会は世界的に著名な科学者、政府、学

界の専門家と自由な話し合いが出来る

場であり、学術セッションにおける研

究発表も upto dateのものが多く、ア

メリカでは高い評価を受けている。こ

れはILSIを支える人々の積極性と豊か

な財源によるものと思われた。 ILSI

JAPANとしても学術集会の開催ある

いは研究委員会活動を通じて社会貢献

をするにしても総て財源が必要であり、

世界における経済大国であることから

してもILSIJAPANもより積極的に活

動しなければならないことを痛感した。

本日出席の理事各位も今後の本部総会

に是非一度出席されるようおすすめす

る。

福富事務局次長： 「ILS I・イルシーJ38 

号に記載の報告に基づき、 ILSI組織の

拡大、役員構成、国際機関との関わり、

各支部の事業活動、 ILSI支部連絡会議、

u_ 
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FAO/WHO協力委員会及びILSI出版

局等について報告した。

杉田ILSI本部理事： ILSIは全体的に非常に活

気に溢れていた。拡大ムードである。

食品産業が共同で科学について官界、

学界と対等に話し合いが出来る体制を

整えている。マラスピーナ会長の言に

よれば、食品、安全性、栄養学につい

てWHOを超えようとしている。従っ

て支部も増え、沢山出てきている。し

かし、余り安易に支部を増やすと質の

問題も発生する等異論も出て、ワーキ

ング・グルーフ。を作って支部設立につ

いて規程を定めることとなった。アメ

リカのILSIの場合の会費は売上高比例

であり、多いところは数千万円も払っ

ている。従ってアクテイプに動ける訳

である。皆様もILSIを国際的な学者の

輪として、又国際的なネットワークの

情報源としてとらえ、年会等にも参加

し、積極的にILSIを利用して頂きたい。

実際この度の総会でも、 WHO/FAO

合同規格委員会議長の Dr.Winarnoや、

バイオ関係の第一人者であるUSDAの

Dr. Maryanskiなども来ており、このよ

うな方々と良い雰囲気の中で一対ーで

話し合いが出来る訳であり、正に好機

ととらえ、 ILSI会員として大いに利用

すべきである。なお、私に関係のある

Board of Trusteesについての報告は、

「ILS I・イルシー」誌38号をご覧

頂きたい。以上の要旨を報告した。

4 . ILSI JAPAN各委員会検討課題

議長： ILSIJAPAN各委員会の検討課題に入

るが、広報委員会については青木副委

員長に、編集委員会については青木委

員長に報告願い、また科学研究企画委

員会傘下の各研究委員会については粟

飯原副会長の司会のもとに、それぞれ

Lι 

報告を求めた。

( 1 ）広報委員会：秋山委員長が欠席のため

青木副委員長が広報委員会の検討課

題としてILSI JAPAN広報の発行、

ILSI JAPANパンフレットの改訂及ぴ

第2回「栄養とエイジング」国際会

議広報対策について説明を行った。

( 2 ）編集委員会：青木委員長より「ILS 

I .イルシー」誌の内容に関する今

後の計画及びILSI JAPANの情報発

信源として活動を拡大・促進する手

段として機能を果たすよう努力する

旨の報告があった。

( 3 ）科学研究企画委員会：粟飯原科学研究

企画委員長より傘下の安全性研究委

員会、栄養とエイジング研究委員会、

油脂の栄養研究委員会、及びバイオ

テクノロジー研究委員会の各委員長

に今後の検討課題について説明を求

めた。

1 ）安全性研究委員会：大下委員長

より「 ILS I・イルシ－J 38号掲

載の活動報告に基づき、加工食品の

保存性と日付表示に関する過去にお

ける活動状況、 94年度の活動計画に

ついて報告を行った。

2）栄養とエイジング研究委員会：

大田委員長より「 ILS I ・イルシ

ー」 38号掲載の活動報告に基づき、

食生活小委員会、生理機能小委員会

及び心理／社会小委員会の 3グルー

プの活動状況及ぴ今後の活動計画に

ついて報告があった後、第 2回「栄

養とエイジングj国際会議のプログ

ラム作成、スピーカーの選定等に全

面協力を致したい旨、報告を行った。

3）油脂の栄養研究委員会：日野委

員長より「 ILS I・イルシーJ38 

号掲載の活動報告に基づき、パーム

油系油脂、魚介類脂質及び畜産脂質

/LSI.イJレシ一 （No.39)94.6 
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の栄養に分け、 3グループによる検討

状況、並びに今後の活動計画について

報告を行った。

4）バイオテクノロジー研究委員会：

倉沢委員長より「 ILS I ・イルシーJ
38号掲載の活動報告に基づき、昨年10

月のバイオテクノロジ一応用食品の有

用性、安全性に関する国際シンポジウ

ムが成功裡に終了したことについて報

告した後、 1994年度の活動計画につい

て報告を行った。

5. そのイ也

( 1 ）正SI奈良毒性病理セミナー ：小西副会

長より、過去11年間の第 l回シリーズ

が終了し、基礎的な毒性病理に関する

知識について終了し、第2回シリーズ

としてその応用面を主として、今年か

ら第2回シリーズが始まることとなっ

たので、会員各社のご支援をお願い致

したい旨の説明があった。

( 2 ）栄養学レビュー誌：福冨事務局次長よ

り栄養学レピュー誌について説明が

あった後、同誌編集委員長の木村－副

会長より次の主旨の購読勧誘があっ

た。

木村副会長：栄養学レピュー誌も現在購読数

が1,000部ほどになり、大変好評であ

り、 l度購読した人で止める人がな

い状況であるので、今後も出版を継

続できると思っている。この本は正SI

JAPANの看板にもなるものであり、

会員各社の研究所でも意外に知らな

い人が多いので是非社内にも PRさ

れ、お読み頂きたい。

議長：以上により全ての審議は終了し、閉会

を宣した。

1994年度総会風棄

/LSI.イノルシ－ (No.39) 94.6 ι 



ι 

BI/eーδ1cie~＆－Qu-a.h"fi/石fbife 

百歳老人のための食生活
Centenarians’Dietary Habits 

東京家政大学理事長

学校法人渡辺学園理事長

苫米地孝之助

（財）健康・体力づくり事業財団では昭和56年に続いて平成 5年に全国の100歳以

上の長寿者2,851人の保健・福祉調査を行った。センテナリアンに対するこれほど大規

模な調査は世界でも例を見ないものと考えている。私は直接・間接にこの両調査に関

与したので、これらの結果を踏まえながら100歳老人の食生活の実態について述べるこ

ととする。

かつて東北大学の近藤教掻が27年間に亘り、 1000に近い日本の町村を調べ、長寿村

の食生活の特徴として米の過食をしないこと、魚・大豆などのタンパク質食品を豊富

に摂ること、そして野菜特に緑黄色野菜の摂取に心掛けることを挙げている。そして

昭和56年の第 1回の財団調査でも100歳以上の人達は確かに肉・魚・卵・大豆製品な

どのタンパク質食品と緑黄色野菜の摂取頻度が若い人達に比べると遥かに多いこと、

また栄養所要量と実際の摂取量とを比較してみると鉄やビタミンAの摂取量がやや低

いもののそれ以外の栄養素は概ね所要量に近い値になっていることが明らかになった。

また平成 5年の第 2回調査では100歳老人が40歳以降気をつけていた食事の留意点

は、 1位が「 1日3回規則正しく食べたJ、2位が「腹八分目を心掛けたJ3位が

「家族揃って食べたJで、いわゆる食事の摂り方に気を付けていると答えた者が多い。

しかし個々の食品になるとやはり第 1が「緑黄色野菜を食べるようにしていた」 、第

2が「魚・肉・卵等を食べるようにしていたJであり 、第 1回の調査とほぼ似たよう

な傾向を示していることはもちろん、かつての長寿村の食生活の特徴をも裏付けるも

のとなっている。

上述の100歳老人の調査はコホー卜調査ではないので、長寿のための食生活をどのよ

うにしたらよいかという解答にはなっていないかも知れないが、長寿者の食事の特徴

をよくとらえているという点では評価してよいものと考えている。

ILSI JAPAN Lecture 

”Centenarian’s Dietary Habits" 

KONOSUKE TOMABECHI M. D. 

Chairman of the Board, 

WATANABE GAKUEN Educational Complex 

TOKYO KASEI UNIVERSITY 
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Summary 

Japan Health Promotion & Fitness Foundation conducted a survey of the health and wel-
fare status of 2,851 centenarians throughout Japan in 1993, similar to the survey con・
ducted in 1981. Such a large scale investigation of centenarians has not previously been 
carried out in the world. Since the author directly or indirectly took pa吋inthe both sur-
veys, based on the result of this survey, the current剖atusof centenarians' dietary habits 
is reported. 

In the past, Professor Kondo of Tohoku University inve剖igatedabout 1,000 towns and vi卜
lages in Japan over 27 years and concluded that in villages with gre剖erlongevity, dietary 
habits feature efforts not to eat too much rice and to eat abundant proteinous foods such 
as fish and soy bean as well as green and yellow vegetables. In the first survey conduct-
ed by the foundation in 1981, the following results were obtained: (1) centenarians’intake 
of proteinous foods such as meat, fish, soy bean products, etc. was much greater than 
that by younger gener剖ionand (2) comparing recommended nutritional intake with actual 
intake, almost all nutrients, except for Vitamin A, were close to the 
required level. 

In the second survey in 1993, the results indicated that most centenarians eat 3 meals a 
day regularly (1st place), eat moderately (2nd place), and eat meals with entire family 
(3rd place). This indicates that most centenarians pay attention to their overall eating 
habits. With regard to individual foods, the results of the second survey showed that cen-
tenarians tried to e剖 greenand yellow vegetables (1st place) and fish, meat, egg, etc(2nd 
place). This was similar to the trend in the first survey as well as a feature in the study of 
dietary habits in villages with a greater longevity. 

Although the above mentioned survey is not a cohort investigation, thus, does not provide 
answers to questions about appropriate dietary habits to attain longevity, this study can 
be valued as a survey of the feature of dietary habits of people who have attained 
longevity. 

私が前におりました（財）健康・体力づく

り事業財団で、 1981年に初めて100歳老人の食

生活について全国規模の調査をしました。当

時で約1,000人の100歳老人の方がおられまして、

その方々を対象としました。これは世界でも

珍しい調査ではなかったかと思っています。

ている関係で、本日はその結果を含めて報告

させて頂きます。

そして1993年には、 100歳老人が全国で約4,

000人位にもなりましたので、その聞の変化を

見るために、さらにそれらの方々を対象に

（財）健康・体力づくり事業財団が再度調査

を行いました。その調査委員会の委員長をし

/LSI.イルシー （No.39)94.6 

なお、今日皆様方の御手元に差し上げた資

料は1981年の調査の際、保健所、あるいは市

町村の栄養士が直接100歳老人の方のお宅へ伺

って、 1日の食生活を詳細に調べた結果をま

とめたものです。

処理できた資料は200人分余りでしたが、

100歳老人の食生活の実際を知る上で、世界で

もあまり例をみないものではないかと思いま

す。

!!_ 
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＜世界の100歳以上長寿者＞

図1はアメリカ人の生存曲線です。1900年

から1980年までにこんなに改善されています。

しかし、理想はほとんど全ての人が100歳近

くまで元気で生活をし、そして亡くなるとい

うことです。次第に理想、の曲線に近づいてい

ますが、日本の場合もほぼ同様になっていま

す。

図2は日本人の平均寿命の推移ですが、破

線がスウェーデン人、実線が日本人です。日

本人は第二次大戦までは大変平均寿命が短か

ったのですが、戦後急激に平均寿命が伸びて

まいりました。今ではスウェーデンを男女共

図1：アメリカにおける生存率曲線と理想値
注）フリーズによる。
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~ 1980'.i'F¥ ¥ 
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体 ｜ 、

制 25~ '¥, 1¥ ¥ 
＼：斗

年齢（歳）

図2：日本とスウェーデンの平均寿命の伸び 189日 1520 1951 

大 A＝男が70歳以上、女

が75歳以上の平均寿命に達し

た長寿期。B＝男女ともに平均

寿命が70歳を超える比較的長

寿命期。C＝男女とも平均寿命

が70歳に達しない中寿命期。

D＝男女とも平均寿命が60歳に

達しない低寿命期。E＝男女と

も平均寿命が50歳未満の最短

寿命期。
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図3：百歳以上長寿者数の年次推移
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表1：全国高齢者の年齢別分布

総 数 100歳 101歳 102歳 103歳 104歳 105歳 106歳

100.0 45.0 25. 7 13.8 8.3 3. 9 1. 7 0. 9 

全体 4' 166 l, 874 1. 069 576 345 162 7Z 38 
(%) 

f生 男性 100.0 47. 0 27. 0 12.5 7.4 3. z 1. 6 1. 0 
825 388 223 103 61 26 13 8 

女性 100.0 44. 5 ZS. 3 14. z 8.5 4. 1 1. 8 0.9 

月IJ 3, 341 l, 486 846 473 284 136 59 30 

総数 107歳 108歳 109歳 110歳 11 l銭 112歳 113歳

100.0 0. 3 0. 3 

全体 4. 166 ll 11 

f生 男性 100.0 o. 4 
825 3 

女性 100. 0 o.z 0.3 
日IJ 3, 341 8 11 

上回ってきています。

日本では、昭和38年に初めて厚生省が100

歳以上の長寿者数を発表しましたが、その時

はわずか153名しかいませんでした。それが

平成3年には3,600人になり、平成 5年には

4,800人位になってきております。これだけ

急激に100歳以上の人口が増加しているとい

うことです（図3）。男女比を見ますと、男

が少なく、女性が8割以上を占めています。

100歳まで生きるのは男には大変厳しいけれ

ど、女の人にとってはもう目の前に近付きつ

つあることではないかなと思っております。

表 1は平成4年の100歳以上の長寿者の年

齢分布です。厚生省が調べた全国高齢者の実

態、の数字をそのまま使わせていただいていま

す。全部で4,100人位おりました。その内の

男性が約 2割、女性が約 8割の3,300人で、

その年齢別の人数を挙げています。

101歳になりますと、 100歳の人達のおよそ

6割位に滅ります。これは平成3年の人数と

平成4年の人数を実際に調べてみましでもほ

とんど同じです。つまり 100歳の人が101歳に

なる時には4割位は亡くなってしまうという

，ιsι イノ，，，，シー仰o.39)94.6 

0. l 

O. I 

4 

4 

0.0 0.0 0.0 
2 

． 

0. I 0.0 0.0 
2 

（注）年齢は平成4年9月30日現在

上段は比率（%）／下段は人数

ことです。それが更に102歳、 103歳とまいり

ますとほぼ1年毎に半分ずつになっていくと

いうのが実態です。 100歳まで生きましでも

それ以上生きるということは容易なことでは

ないということでしょう。

かつて120歳まで生きられたという鹿児島

県の奄美大島の方がおられましたが、よく調

べますと 120歳というのはやはり戸籍が間違

いで、実際は10歳以上若かったそうです。だ

いたい人聞が生きられる寿命の限界というの

は110歳から120歳までの問、 115歳以上まで

生きるというのは実際にはなかなか難しいと

いうことのようです。 113歳というのが人間

の寿命の限度ということになっています。

図4は現在の100歳以上の方がどのような

日常生活を送っておられるかを調べたもので

す。自立した生活をしている、ほぼ自立して

いる、介護が必要、ベッド上で生活している、

そして寝たきりで 1日中ベッドで過ごしてい

るという 5段階に分けています。年齢と共に

段々ベッドで過ごす方が増えてくると同時に

自立している方が減ってきています。 105歳

以上になりますとおよそ半分位はもう寝たき

ι 
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図4：長寿者の日常生活の活動能力
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表2：老化の研究

生理的老化

① 遺伝子、分子レベルの研究
老化遺伝子、フリーラジカル

② 細胞レベルの研究
へイフリック細胞分裂有限性説

③臓器レベルの研究
脳、ホルモン、免疫

④個体レベルの研究
マッケイの研究

⑤集団レベルの研究
長寿園、長寿村

りになります。

ここで寝たきりになっている男性と女性を

比べますと女性の方が倍位多いわけです。逆

に自立をしている人は女性に比べて男性は倍

です。男性は元気でないと 100歳までは生き

られないが、女性の方は必ずしもそうではな

いと言えます。やはり男女でこういった大き

な差があるのでないかと思います。

さて、生理的老化については表2に挙げる

各研究が行われていますが、細胞レベル、臓

器レベル、個体レベルの話はこちらの協会で

もなさっているようなので、今日は集団レベ

ルの研究について少しお話ししたいと思いま

す。

日本にも世界にも長寿村というものが存在

します。世界の長寿村はよく調べると本当か

どうか疑わしいところがあるようですが、現

在世界の長寿村と言われているのが三カ所あ

ります。南米エクアドルのピルカバンバ、西

パキスタンのフンザ、それからソ連のコーカ

表3：世界の 3大長寿地域

地
ピlレカバンパ 7 ンザ コ カサス地方

域

国
商工ク7ドル 西パキスタン ソ連名

地 赤道直下アンデス山中 ヒマラヤ山中の渓谷 ソ連コーカサλ地方
域 標高 1,5伽 夏3ト40℃ 夏30't

の 渓谷 冬氏以下 ~ 0℃以下
特 年平均気温却℃ 標高 5愉n以上 標高知～2川田
徴 常春

4,564人中センテナリアン 28，脚人中センテナリ7 例えば、グlレジ7共和国
長 16.人 ン6人 170万人中センテナリアン
寿 140歳以上が2人いる 145践の長寿者、嚇で l，以4人（0.039%)

者 子供をつくった男性の存 120歳以162人
在など

’刀会ミ
カトリック 近代宗教はない

教

食 設物、豆中心 穀類あるいはそのパン、 主食は扮
習 酒、タバコをかなり 野菜、豆、牛乳、まれに 野菜、果物が多い
慣 たしなむ 肉、酒 牛羊山手の乳、その
な 製品が多い
ど 語、タバコをたしなむ
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サス地方、この三つが世界の長寿村と言わ

れている地域で、 100歳以上の人が非常に多

いということです（表3）。ピルカバンパは

平均気温が20度と非常に温和な所でありまし

て、穀物や豆中心の食生活。それからフンザ

はヒマラヤの近くに位置していて、主食は穀

類、その他のもの。それからソ連の方は主食

は粉で野菜、果物、牛乳等です。

アメリカのハーバード大学の教授でありま

したアレキサンダー・リーフ先生が、世界の

長寿村の特徴を挙げておられます。まずーっ

はあまり食事を摂り過ぎない。過不足の無い

熱量です。それから脂肪などはそれに見合う

だけ摂ってたくさん摂り過ぎない。そしてタ

ンパク質、ビタミン、ミネラル等を十分に摂

る。さらに出来るだけそれ以外の有害なもの

は摂らないようにするということです。

もう一方は、東北大学の公衆衛生学の近藤

正二先生が全国を回られまして、日本の長寿

村の特徴を調べたものです。その結果、 1) 

過不足のない程度に米を摂ること、要するに

米食偏重ではなく、エネルギーを摂り過ぎな

いこと。 2）肉類はあまり摂らなくて、タン

パク質は魚や大豆由来が多いこと。 3）野菜、

特に緑黄色野菜の摂取が多いこと。緑黄色野

菜にはビタミン、ミネラルが十分に含まれて

います。 4）山菜やごま等をよく食べること。

山菜などは食物繊維とある程度結び付いてい

るかもしれません。 5）海草、わかめが非常

に多いこと。これも食物繊維やミネラルとの

係わりがあるかも知れません。この 5つを日

本の長寿村の特徴として挙げておられます。

山梨県に桐原（ゆずりはら）という、近藤

先生が日本の長寿村にあげておられた村があ

って、現在は上野原町の一つになっています

が、そこで長らく開業をしていたお医者さん

がおられます。その先生が『日本の長寿村の

崩壊』という本を出版されました。その中で

先生が言っておられたのは『モダンな食事に

御用心』ということです。

/LSI.イルシー （No.39)94.6 

桐原というところは大変な僻地でありまし

て、道路が全く無くて、住民は自給自足の食

生活をしておりました。ところが戦後、道路

ができまして、村の人達が待ち望んでいたパ

スも通るようになり、車も入ってきました。

すると同時に都会から新しい食品が次から次

へと入って来て、村の人、特に若い人達がそ

の新しい食品に飛び付いて好んで食べるよう

になったのです。その結果、逆さ仏現象が現

れたそうです。つまり、若い人が亡くなって

年をとった人がいつまでも生き残るというこ

とです。心臓病で亡くなる若い人が多くなっ

たということですが、もちろんその地域の食

生活が本当に良かったかどうかという問題点

はあるにしても、あまりにも都市的な食事は

私達の体にとって良い影響を与えないのでは

ないかと考えられます。

く100歳以上長寿者の食生活〉

ところで、最初に申しましたように、 1981

年に（財）健康・体力づくり事業財団が100

歳以上の人達の調査を致しました。その時20

歳以上の若い人達の食習慣の調査もしました。

100歳以上の長寿者と20歳以上の人達の食習

慣について、同じ調査項目で両方を比較した

のが図 5です。左側が20歳以上の人達、右側

が100歳以上の方々の食事です。魚、肉、大

豆製品、卵等のいわゆるタンパク性食品の摂

取頻度が毎日 2回以上と言うのが、 20歳以上

では20%位なのに対し、 100歳以上は54%と、

倍以上の人がタンパク d｜生の食品を摂っていた

という結果が出ました。これは両者の聞にか

なり大きな差があると感じています。

牛乳は体に良いとよく言われますが、牛乳

を毎日 1回以上の頻度で飲む人の割合は若い

人も 100歳以上の方もあまり変わりません。

摂らないという人が100歳以上の方に若干多

かった程度です。

泊料理についても、若い人と 100歳の方を

比べた場合ほとんど差はありません。もちろ

IE_ 
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ん摂っている量は違うと思いますが、頻度

としてはほとんど変わらないのです。ところ

がそのタンパクと同様に緑黄色野菜について

もやはり20歳以上の人達に比べて長寿者の方

が多く摂っているという特徴が見られました。

近藤先生が日本の長寿村で調べられたように、

緑黄色野菜の摂り方が長寿者の食事の特徴に

なるのかなというふうに思っています。海草

については20歳以上の人達以上のデータがあ

りませんが、一般的に考えでもやはり 100歳

図5：長寿者の食事内容

｛持3

JOO 

・＇・・大卵
介 il.
．製

＇＇~.品

市

~＇ 

牛

乳

除
問
色
野
菜

油
料
理

90 

80 

70 

GO 

so 

<O 

30 

江よよ

（掠）（~Qi) （~~）（~Q ~） 

li.i'l 1 (.fl.地別世＞ ~llll相55年 4 月に 20it.以上向者について真施した rM蹴づ（ 'Jに

＇~＇する .11. ::t閑査」結晶による b円である．
2 不A下町並字（%） Ii宙略した．

以上の方々はかなり頻繁に摂っているのでは

ないかと思います。

表4は100歳以上の方がどんな料理を好ん

でいるかを調べたものです。 1番食べるのは

野菜の煮物でした。男性の場合2位、女性で

はl位です。もちろん女性の方が数が多いの

で、トータルとして野菜の煮物を好むという

のが一番多くなります。その次が刺身で、次

が寿司です。昔の方ですから、 刺身や寿司は

御馳走だったと思うんですが、野菜の煮物は

表4：長寿者の好きな料理

総 数 男 女

順位 料理名 集散｛%｝ 順位 科理名 車：！.（%） 順位 料理名 央世（%）

I ’f某内需物 320(33.6) l 刺 身 62(36.0) 里｝華町煮物 282(36.2) 

Z 刺 身 196(20.6) 2 野菜の煮物 38(22.1) 1 聾 司 136(17.4) 

3 舟 司 16Hl7.2) 3 舟 司 28(16.J) 3 刺 身 13叫17.2) 

4 批 品 l拍 (15.2) 4 抵 ll¥ 25(1U) ‘：！！： 血 120(15.4)

5 酢町も町 116(12. 2) 5 ll 22(12.8) 5 酢 円 b町 102(13.1) 

6 味噌汁 82( 8.6) 6 天ぷら 16( 9.3) 6 味噌 M・ 67( 8.6) 

7 カレーライλ 79( 8.3) 7 卵料理 16( 9.3) 7 カレーライス 65( 8.3) 

8 餅 79( 8.3) 8 味噌什 15( 8.7) 8 庖 Ill 64( 8.2) 

9 題 Ill 78( 8.2) 9 hレーライλ 14( 8.1) 9 1井 57( 7 .3) 

10 天よら 70( 7.1) 9 国 罰＼ 14( 8.1) 10 事腕むし 56( 7 .2) 

g 酢向 b町 14( 8.1) 

表5：長寿者の食品の好み（性別）
（%） 

食品の種類 fe：数 好き ふつつ 嫌い 不詳 男 好き ふつう 嫌い 不詳 女 好き ふつう 嫌い 不詳

肉 36.5 40.3 22.6 0.6 49.2 37.6 13.3 33.7 40.9 24.6 0.7 

魚 54.7 36.5 8.1 0.7 62.4 32.6 5.0 53.0 37.3 8.8 0.8 。H 53.8 40.7 4.9 0.6 58.6 38.1 3.3 52.8 41.3 5.2 0.7 

大豆製品 100.0 54.9 37目8 6目6 0.7 100.0 60.2 38.1 1.1 0.6 100目。 53.7 37.7 7.9 0.7 
野菜 (1009) “.4 29.9 3.1 0.6 (181) 63.5 32.0 4.4 (828) 67.0 29目5 2.8 0.7 
海草 53.0 43.8 2.4 0.8 55.2 42.5 2.2 52.5 44.1 2.4 1.0 

果物 61.4 35.4 2.6 0.6 58.0 38目l 3.9 62.2 34.8 2.3 0.7 
お菓子 54.0 36目6 8.8 0.6 50.8 43.1 6.1 54.7 35目l 9.4 0.7 
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御馳走と 言うよりは、また別の観点から食

べておられるのかなという気がしました。

一方、タンパク食品には肉、魚、卵、大豆

製品などが挙げられますが、その中には長寿

者の方が嫌うものがあります（表5）。ほと

んどの方は嫌いなものはないと答えています

が、肉、魚、野菜、海草、果物の内、お肉だ

けは嫌いと答えた方が2割以上いました。特

に女性は4人に l人が肉は嫌いだ、ということ

です。つまり魚、卵、あるいは大豆製品は食

べても、肉はそんなに喜んで食べないのです。

昔から年をとるに従って曙好が変わってくる

というふうに言われますが、そういう点もあ

るのかも知れません。やはり肉というのは若

い時は食べますが、だんだん年をとるに従っ

て嫌いになっていくということがあるようで

す。科学的に考えても脂肪の構成から言って

も魚の方がいいとよく言われるわけですので、

こういったこともやっぱり長寿者の方が自然

に身に付けてきているのかなという気がしま

す。 『グルメも過ぎたるは及ばざるが知しj。

グルメの肉料理というのはあまり食べ過ぎな

い方がいいでしょう。

100歳以上の方が中年以降食事のどのよう

な点に注意をしているかということを、昨年、

（財）健康 ・体力づく り事業財団で調査しま

した （図6）。 一番多いのが1日3回規則正

しく食べているということです。他に間食や

夜食を摂らないとか、家族揃って食べるとか

いろんな項目を並べておいたわけですけど、

その中でやはり一番多いのは、食事を規則正

しく摂る、つまり生活そのものを規則正しく

するという観点で食事をとらえている方が多

いようです。あまり夜遅く食べるとか、朝は

抜かしてしまうとか、そういうことではなく

て、一日三食規則正しく摂る。こういう食べ

方が一番大切だと長寿者の方は考えておられ

ます。それからその次は腹八分目ということ

です。これも結構多くの方が挙げていらっし

ゃいます。 また、 緑黄色野菜を食べるという

/LS／＿ イノルシ－ (No.39) 94.6 

図6：中年（40歳頃）以降の食事のとり方留意点
（性別）

<YI 性＞（N-0~8)
〈主性＞ (H・ZJOJ)

Oil 
｛幻
80 10 lO lD D D lO 40 60 

"18.8 

｝
 

7
 

l
 

（
 

“aゃa•11t ら告か，k
(28.2) 

10 
i日＇＂＂＂明 n《食べτいた

(12.2) 

W\HllE-＜.·が，，て‘ • I.‘
(<&.&) 

車厳..，てAべていた

t‘6.8) 
51.5 ~6. 1 

l6.0 

＂＇~のパ，Yスを”Aてl~Ull.‘
(Jl.l) 

WI~υかえていた
(22.6) 

itfTiJHJllペ.fio！奇心がけτいた
(Z&.9) 

U侠色町mu・nべゐ，ヨにLτ‘，＿
｛砧.I)

主”＂を.べゐ主 ivn•”ていた
(18.0) 

畏1・を.べるよ；（，が”τいた
【JO.J)

... e肉開幕S:-11:ペーa，にLていた
【J81)

•·11.· 礼唄品世.ペゐ£うにしていた
日1.0)

大旦製品..べるように＂~”ていた
(J5.叫

n・をtt..1，”唱..ペゐ.うにしていた
(15.1) 

凶＂＂＇~んでlllr《して.ペτいた
【15’｝

”に肉’Rに＂＂をヲ” τぃ’dか，，＿
(14.1) 

不明

｛ ｝内は圭体（lt-285日の依l直

表6：睡眠時間の長さと死亡率（男子N=25.503)

数寄：mrn：設苦言語担苦手話器書記」綿織綿織＃部総務お獄路道路追起邸高給設訟追認総量

睡眠4時間未満 1 2.so 

4～4.9時間 I 1.se 
5～ 5 9時間 I 1.3s 
6～ 6 9時間 I 1 .11 

7～ 7 9時間 I 1.00 
8～ 8 9時間 I 1.10 
9～ 9 9時間 I 1.2e 
1 0時間以上 I 1.77 

型盟事選謹宮廷盤誌購盟主翻翠聾塑器部磁趨控室草壁恕草デ織器主主持軍機器片計費接琵塁機

資料： Shortand Long Sleep and Sleeping Pills. 

Arch. Gen. Psychiatry Vol.36, Jan. 1979 

ことにやはりかなり気を使っておられるとい

うことがわかります。緑黄色野菜が何故そん

なに長寿の人に好まれているかということは

ちょっと後で説明をさせて頂きます。規則正

しく腹八分目、そして緑黄色野菜を食べる。

このあたりが実は100歳の長寿者の食事の特

徴というふうに考えていいのかも知れません。

ι 
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規則正しい食事を摂るというのは、人間

の生活のリズムに合っているのではないでし

ょうか。私達は、いろんな生活リズムによっ

て生命を保っているわけです。その lつの例

としてリズムの良い食生活ということがある

のかなと思います。

睡眠時間も生活のリズムに無関係ではござ

いませんのでちょっと説明させていただきま

す（表6）。睡眠時間は長ければ長いほど良

いということではないのです。やはり 7時間

から 8時間の睡眠時間というのが一番死亡率

が低いという統計が出ています。

緑黄色野菜については毎日食べる人と食べ

ない人との問で死亡率に違いがあります（図

7）。これは日本の研究結果です。これだけ

はっきりと死亡率に違いが出てくるんです。

図8は肺がんとライフスタイルとの関係を

示したものです。煙草を吸えば肺がんが増え

るのは当然ですが、肺がんを減らすものはや

はり緑黄色野菜です。緑黄色野菜には戸ーカ

ロチンが豊富だというので最近非常に話題に

図7：緑黄色野菜を食べない人と毎日食べる人
との年齢累積死亡率の比較（男性）
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（コホート研究、 1966-82、日本｝

ι 

なっておりますけれども、いろんな意味で緑

黄色野菜の効果というのがあるのかなと思っ

ております。

昨年の調査で、長寿者でも煙草を吸ってい

るという人が特に男性は11%位いました。そ

れから、以前は吸っていたけれど今はやめた

という人が35%いますが、その中で一番多い

のは90歳位になってやめたという方々です。

前回の調査と比べますと、 10年間で喫煙者は

少しず、つ減ってきております。煙草はいけな

いと言いますが、 100歳まで吸っていてもな

おかつ10%位は生き残れるということにもな

ります。

喫煙の本数は 1日10本未満というのが6割

で、 4割近くの方々が10本以上のヘピースモ

ーカーです。 100歳以上の長寿者では吸って

いない人が断然多いわけですけれども、吸っ

ている人も確かにおられるということです

（図 9）。

煙草を吸う時には、防煙、分煙で人に迷惑

をかけなければ、後は自分の責任で自分の寿

図8：ライフスタイル別肺がんの年樹票準化
死亡率比
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図9：喫煙本数 （性別）
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図11：マーモットのU字型死亡率曲線
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図10-1：長寿者の飲酒状況
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命を決めればいいんじゃないかというふうに

私は思っております。

お酒ももちろん元々飲まないという人が多

いわけですが、煙草に比べますと飲んでいる

人は男の場合には23%、4人に l人は飲んで

おります。以前は飲んでいたというのは32%、

これもいつやめたかというのを調べますとや

はり 90歳位が多いようです（図10ーし 図10-2）。

前回と今回の調査結果を比べてみますと、

お酒については、女性の場合は飲んでいると

明

男fc~ 品）隣家灘 31. 2 物鉱物物
叩！日）麟繍 26.0 協働J•物

女r~·2品）関 10. 6傷後後脇工務級協働｜

性（！？乱闘 10.9級協fa級協物l
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表7：対象者の特性

項 目

年齢

100歳
101歳
102歳
103歳
104歳
105歳

生活場所

在宅
長期入院
老人ホーム

日常生活状態

ほとんど寝たきり
寝たり起きたり、または起きてるが
動かない
少し動く、または活発に動く

）内は%

いう方はだいぶ少なくなっていますが、男性

の場合はほとんど変わっておりません。つま

り煙草に比べますとお酒の方は、積極的にと

までは言いませんが、ある程度飲んでもいい

のかなと思います。

図11は有名なマーモットのU字型の死亡曲

線で、お酒を全然飲まない人に比べて、少量

飲んでいる人の方が死亡率が低いことを示し

ています。もちろん大量に飲みますといけな

いわけですが、少量ならば全然飲まない人よ

り寿命が長いわけで、こういうデータを示し

ますと多くの方は喜んで飲まれるようです。

ここで今日お配りした資料について少しお

話ししたいと思います。長寿者の食生活の内、

栄養摂取量まで計算できたのは220人で、調

査したし000人の中の約 2割でした（表 7）。

また、この時には100歳以上の方の身長や体

重を調べませんでしたので、日本人の栄養所

要量にあります身長・体重の推計値から100

歳以上の身長・体重というのを割出してみま

した。そうすると身長は男d性の平均が153.2cm、

女性が137.2cm。体重は男’性が46.19kg、女性

と乙

全体 男性 女性
(n=220) (n=35) (n=185) 

35(15.9) 6(17.1) 29(15.7) 
79(35.9) 9(25.7) 70(37.8) 
48(21.8) 11(31.4) 37(20.0) 
31(14.1) 8(22.9) 23(12.4) 
20( 9.1) 1( 2.9) 19(10.3) 
7( 3.2) 0( 0 ) 7( 3.8) 

171(77.7) 35(100.0) 136(73.5) 
11( 5.0) 0 ( 0.0) 11( 5.9) 
38(17.3) 0( 0.0) 38(20.5) 

73(33.2) 13(33.2) 60(33.2) 

75(34.1) 10(28.6) 65(35.1) 
72(32.7) 12(34.3) 60(32.4) 

が39.71kgとなりました。一方、昨年の調査

では100歳以上の方について身長・体重を自

分で申告していただきました。その値の平均

は、男J性の身長が154.2cmで、以前の推計値

の方が若干低いですけれどもほぼ合っていま

した。体重も48.7kgで、推計値と大差はあり

ません。つまり日本人の栄養所要量で推計し

ております60歳から79歳までの数字をそのま

ま延ばしていくと、おおよそ100歳以上の身

長・体重になるようです。女性の身長の推計

値は137.2cm。実際が141.8cmですから推計値

が若干下回りましたが、体重は38.9kgでした

ので、推計値とほとんど変わりませんでした。

資料では推計値を用いて栄養所要量と実際

の摂取量とを比較しました（表8）。ピタミ

ンやタンパク質はあまり充足率は低くはあり

ませんでした。エネルギーは若干下回ってお

り、またカルシウムは日本人全体が摂取量不

足の傾向があるので、それを若干下回ってい

る程度です。一番少なかったのは鉄です。た

だし鉄の所要量を一般成人の所要量と同じ

lOmgという値にしたために、女性の場合59
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との比較表8：性別の栄養素等摂取量と所要量（試算）

女性性男

充足率
（%） 

79.2 
89.8 

76.3 
59.0 
72.8 
100.0 
100.0 
118.0 

M±SD 

1,014 ± 379 
38.6士 15.5
23.0土 12.9
303土 167
5.9土 3.4

1,310士 1,040
0.50 ± 0.27 
0.70士 0.37
59 ± 43 

所要量（試算）
100歳～

1,280 

43.0 

充足率
（%） 

79.6 
84.0 

397 
10 

1,800 
0.50 
0.70 

50 

83.1 
59.0 
64.0 
86.7 
101.3 
116.0 

M±SD 

1,122 ± 352 
42.4 ± 11.7 
27.2土 13.6
384 ± 188 
5.9 ± 2.2 

1,280土 768
0.52 ± 0.23 
0.81土 0.35
58土 36

所要量（試算）
100歳～

1,410 
50.0 

462 
10 

2，αm 
0.60 
0.80 
50 

栄養素等

エネルギー（凶）
たん白質（g)
脂質（g)
カルシウム（mg)

鉄（mg)
ピタミン A(IU)
ピタミンB1(mg) 
ビタミンB2(mg)
ピタミン C(mg) 

%、男性の場合59%となってしまいました。

これが一番低いのですが、実際の必要量は

lOmgはいらないんじゃないかと思います。

従って、 100歳の方々の摂取量は栄養所要量

をそれほど大きく上回るとか、下回るという

ことはなさそうです。つまり、割合バランス

の良い生活をしているのではないでしょうか。

それから食品群別摂取量をまとめたのが表

9です。これは国民栄養調査と直接比較でき

ないのですが、やはり油脂類、肉類の摂取量

はあまり多くなく、逆に海草類、野菜の摂取

量は多いというふうに言えるのではないかと

思います。

(g:M±SD) 

± 61.6 
± 44.6 
土 6.2
± 41.7 
土 41.3
土 23.8
士 38.2
土 130.5
± 44.7 
土 57.5
± 110.4 
± 9.1 
土 104.7

摂取量

136.1 
29.4 
4.1 

52.2 

48.0 
15.6 
33.9 
81.3 
39.5 
64.6 
85.6 
5.8 

40.9 

表9：食品群別摂取量（男女全体）

穀 類
いも類
油脂類
豆類
魚介類
肉類
卵 類
乳・乳製品
緑黄色野菜
その他の野菜
果実類
海草類
噌 好飲料

群口
口口食

表10：日常生活状態別の栄養素等摂取量
(M± SD) 

h
F

、4．刀、る
り
い

た
て

き
d
さ
d

起
起
い

り
は
な

た
た
か

寝
ま
動

少し動く、または
活発に動くほとんど寝たきり栄養素等

エネルギ一（凶）
たん白質（g)
脂質（g)
糖質 （g)
カルシウム（mg)

鉄（mg)
ピタミン A(IU)
ビタミンB1(mg)
ビタミンB2(mg)
ピタミン C(mg) 
食塩（g)

1,110士 345b
42.2 ± 13.6b 
24.2 ± 12.6a 
169.2土 50.9b
315士 165a,b
6.0士 2.4b

1,320土 997a
0.51士 o.23a
0.73土 0.36a
63 ± 45a 
6.4± 35b 

1.065 ± 35gb 
41.2 ± is.ob 
24.8 ± 12.oa 
162.9土 61.9b
345土 1g5b
6.7土 4.4b

1,383 ± 1,132a 
0.54 ± 0.27a 
0.74士 0.35a
59 ± 3ga 
5.8 ± 2.sb 

918土 401a
34.7 ± 15.9a 
22.0 ± 14.5a 
142.4土 64.3a
287土 165a
5.0 ± 2.3a 

1,210土 g54a
0.47土 0.29a
0.68士 0.39a
56 ± 42a 
3.9 ± 2.6a 

a, b異なる符号のついている群聞には有意差（pく0.05）がある。すなわち、 aとbには有意の差があるが、
aとa、aとab、bとb、bとめには有意の差がない。
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表11：日常生活状態別の摂取食品数
M±S D) 

寝またり起起きたり、
ほとんど寝たき り たは きているが

動かない
少活し動く、く または
発に動

1，、ニ． 体

l日 14.5 ± 6.sa 17.8 ± 5.8b 17.0士 1.ob 16.4 ± 6.6ab 
朝食 5.5士 2.7a 6.2 ± 2.6a 6.3 土 3.1a 6.0士 2.8a
昼食 5.6 ± 3.9a 6.6 ± 3.6a 6.7 ± 3.6a 6.3 ± 3.7a 
夕食 7.0 ± 3.8a 8.5 ± 35b 8.1 ± 3.4ab 7.9士 3.6ab
間食 0.8土 i.sa 1.1 ± ua 1.0土 l.3a 1.0土 l.3a

a,b表10参照

表10では、寝たき りか、あるいは起き

て動いているのかという日常生活状態別

に栄養摂取量を比較しています。やはり

寝たきりの人は摂取量がそれなりに少な

く、動いている人はそれな りに多いとい

う結果が出ていますが、全般的に見て必

要な栄養量はおおよそ充足しているので

はないかと考えています。

図12・1: 70～80歳頃の運動の頻度

摂取食品数については、一般的に 1日

30食品が必要というふうに言われており

ますが、調査結果は 1日16.4食品でした

（表11）。 特に老人ホームや病院等に入

っている人は食品数が多いのですが、在

宅者は14食品位しか摂っておりません。

というわけで、資料を御覧いただけれ

ば長寿者の方の食生活の状況がおおよそ

おわか りいただけるのではないかと思い

ます。

（編集注：当日配布された本資料をご入

用の方はILSIJAPAN事務局までお問い合

わせ下さい）

<100歳以上長寿者と運動＞

次に食事以外の要素について御説明し

たいと思います。まず運動ですが、 70～

80歳頃運動をしていたかどうかを調査し

ました （図12-1，図12-2）。毎日運動をし

ていたという方が男性では半分以上、女

性の方は少ないですけど、 4割位はいま

己
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表12：ゲートボールの効果

臨 調dこり3盤；技r商，：百，. i 館栂2履数0回肥答】 高 低

i即売回数
月 2 I L;l. I 

週 週上間週
（単位%） 血 血

に問問

I Iこ tこ t二
I I 2 

1高 ；高圧庄 度度度度
間給前 sa 21 48 I 21 35 34 I I 5 16 

開始｜；年後 41 34 I 22 I 14 14 48 21 51 30 .fQ 9 

全体に健康状態が改善されたことがわかる。月に一度の通院回数
の値だけが増えているが、これは健康に対する関心が高まったこ
とや2週あるいは1週に一度、 l週に2度以上の減少分がこちら
にまわったものと考えられる
（鳥手市医師会と古藤研究室の共同調査による）。

した。運動の種類としては散歩が多く、約6

割を占めています。健康に気をつける上で運

動をするのは非常に重要です。しかし全然運

動しなかったという人も半分位いますので、

これを見て安心するか、あるいは発奮するか、

どっちかなというふうに思います。ただし

『馬脚、失脚、浮き足立つ』と、脚のつく言

葉にろくな言葉がありませんO どうも人間は

足を大事にしない傾向があるのではないでし

ょうか。

表12は茨城県取手市医師会がゲートボール

について調べたものです。ゲートボールの運

動量は大したことはありませんD 実際に40代

～60代では健康増進の為にやっておられるよ

うですが、 70～80代になりますと、生きがい

とか仲間が欲しい為にゲートボールをやる方

が多いようです。それでもゲートボールを 1

年間ゃった結果、病気がどうなるかと言いま

すと、腰痛、肩こり、糖尿、肥満、血圧など、

やらない前とやった後ではかなり症状が減っ

てきています。それから通院回数も、ゲート

ボールを 1年間やっていますと今までは 1週

間に 2度以上だ、ったのが、月に l度というふ

うに少なくなります。従って運動量はそれ程

ないかも知れませんが、ゲートボールでも、

やればそれなりの効果があるということにな

るでしょう。
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図13:7つの保健習慣と全死亡率
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45歳 45～ 55～ 65～ 75～
以下 54 64 74 84 

プレスローの7つの保健習慣

. 20 ・-

85歳
以上

1.喫煙しない
2. 7～8時間の睡眠をとる
3.朝食をとる
4.間食をほとんどしない
5.標準体重を守る
6.スポーツをする
7.飲酒は適度で飲みすぎない

私も以前、ゲートボールについて調べたこ

とがありますが、ゲートボールを一生懸命や

っている地方自治体は、医療費、特に老人医

療費が少なくて済み、非常に良いことだとい

うふうに聞いております。そこで、ゲートボ

ールをやったから健康になったかと聞きまし

たらどうもそれだけではないようで、病院へ

行く暇がなくなったと言っておりました。こ

っちの方がよっぽど病院へ行くより楽しいと

いうことじゃないかと思います。

アメリカの公衆衛生学者でプレスロー博士

という方がまとめた 7つの保健習慣というも

己
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図14-1：長寿者の配偶者の生存状況
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のがあります （図13）。 この 7つの保健習慣

の内どの位守っているかということを約11年

間カリフオ Jレニアの人達を対象に調べ、 6～

7項目守っている人と、 3つ以下の人との間

で死亡率を比較しました。80歳以上になりま

すとどちらも死亡率は高くなりますが、 45歳、

55歳、 65歳というところまでは、良い保健習

慣を持っている人の方が死亡率が低くなって

います。先ほどお話をした長寿者の方たちも

この 7つの保健習慣をかなり守っておられる

のではないかと思います。

(%) 

~ Ii 回～ 同 ～ 10～ 回～
閣議以上 不明

59績 日銀 19組 日古里

l開。 1.4 11.J 42J JU 5.6 

全 I* 11 3 珂 21 

‘ 11 男性（fl) l由。 1.4 11.4 41.4 40 0 S.l 
70 I 29 21 

‘ 女性｛夫） l田.0 l田.0
日リ

図14・2：長寿者の配偶者の年齢

I u 1141.6 101 へ｜ー｜問。 211 4.1 1 I -壇時相昭

く100歳以上長寿者の配偶者の状況＞

図14は100歳の方々の配偶者の状況を示し

たものです。まず、配偶者がおられるかどう

かについては、男性で配偶者がいる方が12.8

%、女性ではたった l人でした。女性が100

歳でご主人は89歳。 11歳若い男性と結婚して

いるのが良かったのかも知れません。

10年前の調査でも、 55歳の女性と結婚をし

ておられる男性が l人いらっしゃいました。

大変うらやましい話です。80歳以上の高齢者

で見ましても男性の場合にはやはり結婚をし

ている人、配偶者のいる方が断然多く、女性

(%) 

表13・1：配偶者死亡時の長寿者本人の年齢

総数 39歳 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90歳以上 不明
以下 49歳 59歳 69歳 79歳 89歳

100. 0 7.3 10.4 16.4 17. 9 19. 7 14.6 7.6 6.1 

全 体 2,666 195 278 438 477 525 388 203 162 

性 男性（妥） 100.0 I. 9 3.9 7.3 9.9 13.5 28.5 30. 7 4.3 

466 9 18 34 46 63 133 143 20 

女性（夫） 100.0 8.5 11. 8 18.4 19.6 Zl. 0 11. 6 2. 7 6.5 
~lj 2,200 186 260 404 431 462 255 60 142 

4.5 

44 

6. 1 

66 

13.4 

132 
20.4 

202 

19.8 

196 

15.8 

156 

11. 8 

117 
7.6 

75 

100.0 

988 昭和56年度
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表13・2：単身になってからの経過年数＜配偶者死亡＞

総 数 9年 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60年以上 不明
以下 19年 29年 39年 49年 59年

100.0 5.6 12.5 19.3 18.3 16. 7 12.0 9.6 6.1 

全 ｛本 2,666 150 334 514 487 444 319 256 162 

性 男 性 100.0 Z3.8 28.8 17.2 11. 6 7. 1 4. 7 Z.6 4.3 

466 lll 134 80 54 33 22 12 20 

女性 100.0 1. 8 9. 1 19. 7 19. 7 18. 7 13.5 11. l 6.5 
月tJ 2,200 39 200 434 433 411 297 244 142 

(%) 

（注）上段は比率（目）／下段は人数

の場合は配偶者のいない方が多い

のが特徴です。どうやら男性は配

偶者がいることで幸せを感じ、女

性は配偶者がいないことで幸せを

感じているようです。

表13-1，表13-2は配偶者が亡くな

ってから何年経っているかを調べ

ますと、男性の場合はだいたいが

9年以下で、しかも 19年以下まで

が一番多いのです。ところが女性

の場合は、 60年以上という方も 11 

%位はいます。一番多いのは30年

以上ということで、女性の場合は

長く単身でいる方が元気になるの

かも知れません。

世界の老婚状況、要するに60歳

以上の人が人口あたり何件位結婚

するかを調査したものがあります

が、カナダは人口 l万人中37人、

イギリスでは36人でした。日本で

は60歳以上で結婚する人というの

が0.8件、つまりほとんどいません。

男性はやはり老婚の値がもっと高

い方が長生きできるんじゃないか

と思っております。

長寿の為の心がけについても調査しました

（図15）。長生きをするためにどういうこと

に気をつけているかということですが、やは

/LSI.イノルシ－ (No.39) 94.6 

図15：長寿のための心がけ（性別）
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不明
）
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2
 

（
 

｛ ）内は全体<N=2851)の数値

り何と言っても一番多いのは食事に気をつけ

ているということでした。特に男性の方が、

女性に比べても食事に気をつける割合が多い

己
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表14：長寿の秘訣ーベス卜 20一（性別）

物事

突分自 暴飲暴

規則
マ

総 イ

"' 数
だ ス・｜ 気由自ま・ 食を
わ

なら なし ま
い b、

100.0 15.0 a. 9 7. 7 7.5 

男性 548 82 49 42 41 

妓目IJ 一 分自 酒
総

数 正し のこ分自 室主
b、

はと で行
はい

告 う
やめ

る

100.0 3.1 z. 9 z. 9 Z.9 

男 性 548 17 16 16 16 

~ 
マ

のんき総
rイ¥. i~ 数

ゎ長 主主ゅ主り
b、 い

100.0 14.8 6.1 6.0 4. 9 

女性 Z,303 340 155 138 llZ 

ー’ 信

車気にを
総

数
’つ

される
仰 ける

100.0 3.0 3.0 2. 9 2.8 

女性 Z,303 69 69 67 

ょうです。その次は規則正しい生活をする

こと。これは先程の、食事を 1日3回規則正

しく食べるということとほぼあっています。

なかなか難しいことですが、やはりリズムの

ある生活が私達には一番大事な心がけのよう

に思います。三つめは物事にこだわらないこ

と。物事にこだわらないという心の問題は次

にも述べますが、大変大切なことだと考えま

す。

!:!. 

『でたらめ運転で死ぬ人よりも、でたらめ

に食べて死ぬ人の方が多い』ということが言

65 

好嫌き
の 食事

司，
信、ー

ん
き

いせ
気を

然自く

？ をず食 芯
おゆ ’つ

ぺ
色ら、Tっ・.: 』る1 仰

る
り

5.5 4.6 4.4 4.4 4. z 3. 8 (%) 
30 ZS 24 24 23 Zl 

よ 不平 家族
楽天的 心配

めま

~ 
〈

働〈
不満を 言わな 必要と － ιー・~ と

を い
く さ

なし 動くb、 れ な
る い b、

Z. 7 z. 1 Z. 7 Z.6 Z.4 z. 4 z. 4 

15 15 15 14 13 13 13 

る 動く
器食

4.8 4.3 4.0 3. 9 3.4 3.3 

lll 99 93 90 79 11 

体事す

2.8 

思 気力 生五 実と ってた， 
のZい

はこと 何でいも 程

う

2.8 2. 7 2.6 Z.4 2.2 

65 64 62 59 55 51 

（注）上段は比率（%）／下段は人数

われています。毎年でたらめ運転、いわゆる

交通事故の死傷者が1万人を突破したなどと

新聞に出ます。しかし、脳卒中も、動脈硬化

も、高血圧も、あるいはがんも食事が原因で

起こることが非常に多いのです。やはり食事

をでたらめに食べて死ぬ人が、交通事故で死

ぬ人の10倍位はいるのではないかと思います。

100歳以上の方に、ご自分の長寿の秘訣は

何だと思いますかということを聞きました。

それに対する答えが表14です。男女とも I番

多いのは物事にこだわらないということでし

/LSI.イJレシ－ (No.39) 94.6 



B.r；布可5c.renc.τ＆－2U<Zf）／~つa/-B.r/e

表15：平静型と心配型の凝固・線溶の差

型
一
型

静
一
配

平
一
心

吋
一
仰
一
制

凝固時間（秒）＊

*0.1%以下の危険率で両型の差は有意
* *1%以下の危険率で両型の差は有意

(Ogstonf也Lancet1.521. 1962) 

108.5 

93.7 

13.2 

54.1 

線溶率（%）叫

表情：卒業試験の最中と直後の血液と血圧

ガラス管凝 シリコン管凝 最高血圧 最低血圧
固時間（分） 固時間（分）＊ (mmHg) (mmHg) 

取Eヨ 中 7.11土0.25 13.89±0.55 125.00士0.30 81.86土1.49

直後 8.15士0.27 19.28士0.83 115.57 ±2.41 77.43±1.57 

＊内因系凝固の関与を少なくした実践
時間が短いほど血は固まりやすい
(F. Dreyfuss J. Psychosomatic Res. 1.252.1956) 

て最大のものだと言うことです。特に女性の

場合は心の持ち方が長生きの秘訣だというふ

うに思っておられる方が多いようです。 『暗

い顔は暗い人生を選ぶ。明るい顔は明るい人

生になる』というわけで、心というのは大切

かと思います。 『心は地獄も極楽もつくる』。

地獄も極楽も心次第だと言えるのではないで

しょうか。

心の問題として忘れてならないのがストレ

スです。新聞記事でもよく40代後半管理職の

人達は上から怒られ下からいじめられでスト

レスがあると言われています。しかしOLだ

って、あるいはもっと上の方の人も、ストレ

スが非常に大きな問題になってきていると思

います。

ところで、人には心臓病になり易いタイプ

というのがあります。どんな人かと言えば、

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 

自分の話したいことは急いで話す。話し出す

と一気にしゃべる。人の話を聞く時は話を急

がせる。歩いたり食べたりするのが早い。一

度に 2つの事をやろうとする。数日間休んで

何もしないと悪いような気がする。自分が早

く出来ることを他の人がのろのろやっている

といらいらする。道路が渋滞したり、列に並

らばされたり、飲食店で席があくのを待って

いるといらいらする。いわゆるA型人間のタ

イプです。このタイプは特に日本人のサラリ

ーマンの特徴の 1つではないかと思います。

心の問題が体に影響する結果として心身症

というのがあります。しかし、心身症までい

かなくても、例えば心の平静な人と、すぐい

らいらする心配症の人とで血液の凝固時聞が

違うというデータがあります（表15）。心配

症の人は血液の凝固時聞が早い。すなわち心

己



81/c占一δ石i函 ce-&-2-ua.hri/O/-.B1"fo 

臓病になり易いということです。また、試験

の最中と試験の後とで血圧を測りますと、血

圧は試験の最中に上がって、終われば下がり

ます。一方、凝固時間もやはり試験の最中の

方が凝固時間が短いというデータがあります

（表16）。いらいらすれば心臓病になり易い

というのはこういうところからも言えるので

はないかと思います。

実は、アメリカのハーバード大学のメイヤ

一博士が、亭主を早死にさせる十カ条という

表17：；亭主を早死にさせる10カ条

1夫をうんと肥らせる。

2夫に酒をすすめ、砂糖や菓子をどんどん

食べさせる。

3いつもじっと座らせておく。

4あぶらっこい食事をたくさん食べさせる。

5塩からい料理になれさせる。

6砂糖の入ったコーヒーをがぶ飲みさせる。

7タ／＼コをどんどんすすめる。

8夜ふかしをさせ、いつまでも寝かせない。

9休暇旅行には行かせない。

10始終文句をいって、いじめぬく。

（ハーバード大学・メイヤ一教授による）

のを作りました。それが表17ですが、最後の

『始終文句を言っていじめる』ところまでや

りますと、亭主もたいてい参ってしまうので

はないかと思います。

家庭では近頃、お父さんの権威がなくなっ

てきました。会社でストレスがあり、家族か

ら相手にされず、家に帰ってもストレスが多

いことでしょう。従ってストレス予防が必要

になってまいります。いろいろな方法があり

ますが、気分転換というのが今行われており

ますストレス予防法では 1番多いようです。

男性は酒か趣味、女性はおしゃべりがスト

レス解消法のようです。図16はストレス解消

法を性別・年齢別に調べたものです。男性は

若い内は気分転換で趣味やスポーツに打ちこ

んでストレスを解消していますが、だんだん

年をとってきますと寝てしまう、じっと耐え

るが多くなります。女性の場合も、人としゃ

べったり、話をすると答えた方が各年齢とも

最も多いのですが、高齢者になりますと耐え

る、寝てしまうというのが増えてきます。お

しゃべりをしたりスポーツをしている内は良

いのですが、寝てしまうとかじっと耐えると

いうことになりますと、ストレス解消もなか

なか容易ではなさそうです。従って男性の場

図16：性・年齢階級別にみた気分転換の方法
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図17：食生活中の問題の有無と疲労自覚症状スコア
の関係
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合は、酒を飲むというのが中年の方などに多

くなってきます。

ストレスの解消の為に酒を飲むことはもち

ろん良いかもしれません。しかし、私たちの

研究室では食事でストレス解消が出来ないも

のか調べております。例えば頭が痛い、体が

だるい、イライラする、考えがまとまらない

などいろいろな自覚症状がありますが、食事

の摂り方でその自覚症状がどう変わるかをみ

てみました（図17）。左側が自覚症状（疲労

スコア）の少ない人、右にいくに連れて自覚

症状が多い人ということになります。食生活

に問題がある人、ない人。それから欠食、特

に朝、食事を摂らない人ときちんと摂る人。

タンパク質の摂り方が多い人と少ない人、果

物、お菓子をたくさん食べる人、などの項目

にわけで比べてみたわけですが、やはり食生

活上問題がある人の方が自覚症状が多かった

のです。

次はある大企業の営業マンについて疲労の

自覚症状と食事との関係を調べたもので（表

18）、自覚症状の項目数が10未満の人と 10以

表18：営業マンの自覚症状の多少による食品群別摂取量の平均値

f.lll 苧苅 砂層忽 菓子思 豆周 油店頭 魚介忽 鳥獣肉m 卵沼

l 0未満 MEAN 4ZZ. 3 Z7. SI 10. 46 7.80 sz. 96 34. H 9(.31 112. 54 42.88 

SD 89. 94 Z3. 85 9.18 !l. SI 47. 35 U.44 4530 61. 38 27.18 

l 0以上 MEAN H9. 72 27. 33 10. 7( R,9 0 75.87 34. 04 83._01 123.6 40. ZS 

SD 122.‘7 Z3. 85 8. 7( !l. 88 58.U 19. 26 58.13 70. 07 35. 96 

乳!JI 緑黄色野菜 ｜その他の野実 果実 梅宮E窺 アルコール

1 0 宋満 MEAN 69.84 7 t,0 7・・ 158. 21 60.68 %.83 588. 97 

SD 90.82 ~0.19* 80.97 94. 36 3. 32 506. 73 

1 0以上 MEAN 51.88 lH.Zl 45. 62 1.66 540. 57 

SD 82.99 Z5.Z3 75. 72 58. ZS Z.09 343. 66 

*P<O. 05 
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位しか摂っていないということが分かつてま

いりました。

また、女子大生を対象にしてストレスの負

荷をかけて、疲労の自覚症状を調べてみまし

た（図18）。この負荷というのは 1日約6時

間、小学校3、4年生の計算問題をさせるわ

けです。計算問題を 1日6時間やりますと女

子大生でもくたびれてきて、間違いが非常に

多くなってきますが、それと同時に自覚症状

も増えてきます。そこでビタミン C 300mg、

それから pーカロチン 30mgという所要量の

100倍近くを投与して、負荷をもう一度かけ

てみましたO そうするとビタミンCや戸ーカ

ロチンを投与した方が疲労の自覚症状が少な

くて、それを与えない人達の自覚症状が増え

るという結果がでました。ピタミンCも戸ー

カロチンもいわゆる抗酸化物質として良く知

られている物質ですが、緑黄色野菜の中に多

く含まれていますから、緑黄色野菜がある程

度、ストレスに効くのではないかと、現在は

いろいろ調べているところです。

しかしストレスの場合は何と言っても『忍

耐は辛い。しかしその果実は甘い』というこ

とで我慢をすればいずれ良いことがあるとい

う考え方もできます。ある映画監督が『スト

上の人で比べてみると、自覚症状の少ない人

達の方が牛乳類、緑黄色野菜、野菜、果物、

すべての摂り方が多い。特に緑黄色野菜につ

いては、自覚症状の多い人は少ない人の6割

6 

負
荷

5 

負
荷

図18：就寝前の自覚症状（比率）の変化
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図19：長寿者の大病経験の有無と現在の病気の有無
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レスなき者は主役になれない』と言っていま

すが、映画の主役というのは泣いたり怒った

り、喜んだり悲しんだり、いわゆるストレス

を受けるわけです。しかし主役でない人はた

だその辺をうろうろしているだけと言うので

す。つまりストレスを受けるということはそ

れだけ自分は人生の主役であるというふうに

感じるべきではないだろうかということで、

私の大変好きな言葉です。

ところで、 100歳の長寿者と言えどもず、っ

と健康であったかと言いますと決してそうで

はありません。長寿者を対象に大病の経験が

あるかどうかを調査した結果、 44%、約半分

の人は大病の経験があると答えています（図

19）。女性も男性もおよそ同じ位の率でした。

10年前に比べるとやはり病気の経験のある人

が増えております。また、現在病気かどうか

も調べましたが、病気を患っているという方

がやはり約半分位はいらっしゃいました。 10

年前に比べるとそれも増えています。では、

どんな大病の経験があるのかというと、主と

して消化器系の疾患が一番多いという結果が

出ました。もちろん循環器系の疾患もござい

ますが、消化器系の胃潰蕩、十二指腸潰傷、

あるいはがん、肝臓の病気などが挙がってい

ました。いろんな大病を患ったとしても、そ

れを克服すれば100歳までは生きられると言

うことを示しているのではないかと思います。

『病気は健康のテコ』と言えるのではない

でしょうか。いくら体力があっても病気にか

かれば治る楽しみがある。健康の時にはその

楽しみもない。つまり病気というのは健康を

テコにしてだんだんよくなるものではないか

ということです。昔からー病息災ということ

がよく言われますが、最近はー病息災どころ

か多病息災、つまりどんな病気があっても長

生きできるというふうになっています。

昔から言われることですが、健康というの

は、これを食べたら健康になる、これをやっ

たら健康になる、ということはありません。
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『努力を積み重ねる』ことが健康の為には一

番大切です。その努力もどんな些細なことで

もいいのではないかと思います。下に挙げま

したのは、実は（財）健康・体力づくり事業

財団が募集した標語の一つで、大変良い言葉

なので私も使わせていただいています。

標語 f健康は小さな努力の積み重ねj

現在は誰でも 100歳までは生きられる可能

性がでてきました。しかし、 110歳になれれ

ばこれは最高のものです。ですから、 『目指

せ、 110の翁』。これが結論です。百獣の王

と言えばライオンのことです。しかし、

『110の翁Jと書きましたら女性から怒られ

ました。女性は瓶と書くんだそうです。女性

の方は黙っていても 110まで生きます。男性

の方がめざせ、がんばれということです。

（財）健康・体力づくり事業財団を通じて、

私が100歳の長寿の方々の調査を始めてから

この10年間に100歳の方はどんどん増えてい

ます。 1年間におよそ500～600人づっ増えて

います。あと10年経ちますと 1万人を突破し

てしまうかも知れません。そんな日本になっ

ていくんです。しかし長生きをすると言って

も、長命と長寿は違うと思います。やはり長

命ではなくて長寿で過ごしたい。ではどうす

ればいいかと言うと、結論としては、特別に

何かをやればということではなくて、自然の

摂理の中でそうなってくるのが一番良いので

はないかと私は考えております。どうか皆様

方も全員が100歳になってまた何年か後にお

会い出来れば大変幸いであると思います。本

日は有難うございました。

と乙
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＜質疑応答＞

[100歳から 101歳になる時に半分近くの方

が死ぬということですが、死因はやはり老衰

ですか。］

（本講演は1994年3月4日国際文化会館にお

いて行われたものです。）

正確に言いますと老衰というのは医学用語 苫米地先生ご略歴

でないと言われています。老衰の大部分は、

統計的に言いますと心臓病などが多いようで 大正13年12月9日生

す。

［長寿の要因が遺伝的なものであれば配偶者

は関係がないわけですが、もし食生活が100

歳の長寿をもたらしているとすれば、配偶者

はだいたい同じ物を長い期間食べているので、

同じ長寿傾向が出てくるのではないかと思う

んですが、そういう統計はありますか？］

現在100歳の方々は明治25年頃に生まれた

方です。その方々のご両親がいくつまで生き

たか、それから兄弟がどれ位まで生きていた

か、そういうデータをみますと、両親共に60

歳以上というのが61%です。従って 6割近く

は長寿家系といってもいいのかも知れません。

両親とも70歳以上になりますと、約4割です。

昔から、長寿になるには長寿の所に嫁にいけ

ということが言われていて、遺伝的な面も確

かにあるようです。ただ最近の100歳人口の

増え方を見ていますと、遺伝だけではとても

説明が出来ないのではないかと思っています。

それから配偶者同士は同じ物を食べている

んだから同じ位長生きできるかと言えば、こ

れはそう簡単にはいかないようです。男性・

女性、雄と雌と言いますか、ほとんど全ての

生物は雌の方が長生きなんです。雄が長生き

というのはめったにありません。ある人が一

生懸命調べて雄の方が長生きな動物を見付け

たと言うので聞きましたら実験動物だそうで

す。ねずみを無菌室に入れて生育させると雄

の方が長生きだと言うんです。つまり雄は大

事に大事に育てると長生きするのかも知れな

い。そうでないとやはり雌の方が長生きのよ

うです。

~ 

昭和23年京都大学医学部卒業

27年国立公衆衛生院栄養生化学部勤務

34年厚生省公衆衛生局栄養課課長補佐

39年厚生省環境衛生局環境衛生課課長

補佐

41年青森県衛生部長

45年厚生省東北地方医務局長

47年厚生省社会局老人保健課長

49年厚生省関東信越地方医務局長

51年（財）医療情報システム開発セン

ター常務理事

53年（財）健康・体力づくり事業財団

常務理事

59年東京家政大学教授

平成2年学校法人渡辺学園理事長を兼務
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研究委員会中間報告

安全 性 研 究 委 員 会

日時： 1994年3月4日（金） 15:30～16:30 

場所：国際文化会館

加工食品の保存性と日付表・・・安全性研究委員会委員長 大下 克典

「安全性研究委員会Jとして、何をどのように進めて行くか、テーマの設定が第一の
難題であった。そこで、 「安全性研究委員会活動計画案検討会」を組織し、都合 3回の
会合を持った。そして、第 1期のテーマを 『加工食品の保存性と日付表示jとすること
に決定した。さらに、活動の基本方針として、以下の項目を決めた。
1 .本活動は、 「食品の日付表示Jに関する行政（厚生省、農水省）の動向に注目しつ

つ、行政上の対応策が出された後でも役立つ内容とする。
2.具体的には、食品の品質保証の評価法、賞昧期限設定の科学的根拠等を課題として

取り上げる。
3.本テーマの活動期限の目安は、 1994年6月とし、報告書を作成する。
4.報告書の内容は、消費者への直接的な説明・解説というより、業界や団体の担当者

および行政官等の参考・解説となるように考慮する。
5. したがって、報告書の記述形式としては、ある程度専門的・科学的表現を採用する。

また、最終報告書としての全体的なストーリーの原案も作成した。
メンバーとして21名の参加があり、これを 3つのサブグループに分けて、それぞれ担

当する食品群を調整・決定した。
その後、各サブグループごとに分担した各食品群について、それぞれ調査活動を実施

し、以下の資料を作成した。

1 . 「日付表示の現状と劣化要素J一覧表
2. ルーズリーフ形式個表説明書
3.解説書
現在、これら 3部作を追加・修正・集約中であり、この 3部作をメイン・ストーリー

とする最終報告書を、原案に沿った形で、本 （1994）年6月を目標に完成させたいと考
えている。同時に、この報告書が加工食品の日付表示の意昧を多くの関係者の方々に理
解して頂く手助けとなることを願っている。

安全性研究委員会メンバ一全員の並々ならぬ努力の結晶を大いに期待して欲しし＇ o

Interim Report from 
ILSI JAPAN Research Committee 
on Safety 

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 

Dr. KATSUNORI OHSHITA 
Chairman of the Research Committee 
on Safety 

ι 
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I .テーマの設定と活動の開始

「安全性研究委員会jとして、何をどのよ

うに進めて行くか、テーマの設定が第一の難

題であった。そこで、粟飯原景昭副会長を中

心に以下7名の代表者が集まり、 「安全性研

究委員会活動計画案検討会」を組織して、

1992年7月20日に第 1回目の会合を聞き、そ

の検討に入った。都合 3回の会合を経て、

1992年8月31日に第 1期のテーマを『加工食

品の保存性と日付表示』とすることに決定し

た。同時に、その中の具体的な課題について

も整理した。

しかし、時はまさに「食品の日付表示jに

関し、行政の立場から厚生省および農水省が

精力的な活動を開始した時期であり、 「食品

の製造年月日表示を期限表示に統一の方向」

のニュースが流れ、本委員会の活動開始にや

やブレーキがかかった。こうした情勢の中で、

1993年2月23日に本委員会主催の「食品の日

付表示に関する緊急懇談会Jを開催し、同時

に、本委員会への参加メンバーを募集した。

その後、参加希望を頂いたメンバーの確認、

調整を行いながら、活動の基本方針・ストー

リーと具体的な活動方法等について検討し、

原案を作成した。

そして、 1993年7月26日に第 l回安全性研

究委員会全体会合を開催するに至った。

この間の経緯の詳細については、本誌の研

究委員会活動報告等l～ 5）を参照して頂きたい。

II .活動の基本方針4)

これまで合計20回以上の本活動に関連する

会合が開催された中で、話し合いされた内容

も加味し、以下の項目を本活動の基本方針と

することとした。

1.本活動は、 「食品の日付表示Jに関する

行政（厚生省、農水省）の動向に注目しつつ、

行政上の対応策が出された後でも役立つ内容

とする。

2.具体的には、食品の品質保証の評価法、

己

賞味期限設定の科学的根拠等を課題として取

り上げる。

3.本テーマの活動期限の目安は、 1994年6

月とし、報告書を作成する。

4.報告書の内容は、消費者への直接的な説

明・解説というより、業界や団体の担当者及

ぴ行政官等の参考・解説となるように考慮す

る。

5. したがって、報告書の記述形式としては、

ある程度専門的・科学的表現を採用する。

Ill .テーマ・課題とストーリーの原案4)

これまで報告してきた本活動のテーマとス

トーリーの原案について、若干の追加を加え、

改めて以下にまとめておく。

テーマ：『加工食品の保存性と日付表示』

－加工食品を上手に、おいしく食べる話－

1.食生活の変化と加工食品の増加（背景）

2 .加工食品の保存性と品質保証の考え方

(1）食品の品質特性

1）安全性

2）外観

3）調理性（便利性）

4）噌好性（旨味性）

5）栄養・健康性

6）保存性（貯蔵性）

( 2）食品の品質特性の劣化（変質、変敗、

腐敗）に及ぼす因子

1）微生物

2）酸素

3）温度、湿度

4）光

5）その他

( 3）食品の品質特性と測定法

1）理化学的検査

2）微生物検査

3）官能検査

4）動物試験

5）調理試験

( 4）食品の品質特性と包装・容器（包材・

/LSI.イルシ－ (No.39) 94.6 
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脱酸素剤等）

3.加工食品の保存性と賞味期間の科学的

評価法

( 1 ）賞味期間の定義

( 2 ）現在表示されている賞味期間による

加工食品の分類

1）賞味期間の非常に短い食品

(2週間未満）

…・サブグループ①

2）賞味期間の比較的長い食品

(2週間～ 1年未満）

…・サブグループ②

3）賞味期間の非常に長い食品

( 1年以上）

…・・サブグループ③

( 3 ）加工食品の保存性から見た品質劣化

の要素

1 ）外観・H ・H ・...・ H ・－色、つや、形等

2）晴好性、調理性…味、臭い、

テクスチャー（組織・物性） 等

3）安全性、栄養・健康性…微生物、

二次的有害生成物等

( 4）賞味期間の科学的評価法（設定手順）

1 ）品質劣化要素と品質限界特性の把握

2）保存温度による促進試験

3）温度促進倍率の決定と賞味期間の

推定

4）推定賞味期間の確認と追跡調査

4.家庭（消費者）における保存と調理

（消費者への啓蒙）

( 1 ）経時変化のためクレーム品と誤解さ

れる正常品の調査

( 2 ）保存についてのお願い（上手に保存

するために）

( 3）調理についてのお願い（おいしく食

べるために）

以上のように、基本的なストーリーを考

えたが、最終的にはさらに項目の追加・修

正が必要と思われる。

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 

IV. メンバーのサブグループ化4. 5) 

上記の 3. ( 2）に示したように「現在

表示されている賞味期間による加工食品の

分類jを設定し、賞味期間の長さにより 3

つのサブグループを編成した。

メンバーには、交替や追加等若干の変更が

あったが、現時点での（最終的な）メンバー

をサブグループ別に以下にまとめておく。

メンバ－ (0印：委員長

．印：サブリーダー）

担当：粟飯原景昭副会長

アドバイザー：小西陽一副会長

＝サブグループ①

［賞味期間： 2週間未満J= ( 5名）
・浅居良輝（雪印乳業（槻）

牧野稔（森永乳業側）

山本宏樹（（槻ニチレイ）

米国義樹（明治乳業側）

古川恵則（山崎製パン側） （交替）

＝サブグループ②

［賞味期間： 2週間～ l年未満］

二（8名）

．諏訪芳秀（サントリー側）

鵜沢昌好（（栂ロッテ）

衛藤朝子（日本コカ・コーラ（槻）

越知麻子（カルピス食品工業（槻）

滝樺正興（（槻創健杜） (H6.4～） 

田中弘之（日本ペプシコーラ杜）

蛭川義憲（不二製油（槻）

松崎達郎（ライオン（槻）

＝サブグループ③

［賞味期間： l年以上J= ( 8名）

・岡見健俊（味の素（栂）

0大下克典（キッコーマン（槻）

阿部真也（大正製薬側）

大田雅巳（日清製粉（槻）

杉本 馨（（株）ホ4ンコーホ。トション）

堤賢太郎（リノール油脂（槻）

橋本正子（日本ケロッグ（槻）

三原翠（ネッスル日本（槻） (H6.2～） 

以上、合計21名

年
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v.食品の分類と各サブグループの担当食品

群5)

食品の分類には、香川芳子監修「市販食品

成分表J (1991年版） 6）を参考とし、多少の

変更を加えて採用した。これに記載されてい

る総ての食品について、当メンバーで扱うこ

とは不可能であるので、各サブグループの担

当する食品群を以下のように分担した。

1.即席食品類

1）即席めん・H ・H ・

サプグループ ③ 

2）カップめん・H ・H ・－－…...・H ・－

サプグループ ③ 

3）レトルト・調理食品・

サブグループ ③ 

4）デザート食品...・H ・H ・H ・－

サブグループ①

2.噌好飲料類

1 ）炭酸飲料・…

サブグループ②

2）天然果汁・……

サブグループ②

3）果汁飲料・

サブグループ②

4）果汁入り清涼飲料……H ・H ・....・H ・－

サプグループ②

5）果肉飲料・…－－

サブグループ②

6）果粒入り果実飲料….....・H ・－…

サブグループ②

7) トマト・野菜ジュース・H ・H ・.....・H ・－－……

サブグループ②

8）豆乳・豆乳飲料...・H ・－－

サブグループ②

9）コーヒー飲料...・H ・.......・H ・

サプグループ②③

10）粉末飲料...・H ・－…H ・H ・－

サブグループ②③

11）濃縮飲料・・

サブグループ②

ど乙

12）スポーツ飲料・・・H ・H ・－

サブグループ②

13）栄養飲料....・H ・...・H ・...・H ・－－…・－

サブグループ②

14）その他の晴好飲料…－

サプグループ②

3 .小麦粉製品

1) パン・H ・H ・H ・H ・－－…・・・・

サブグループ①

2）マカロニ・スパゲ、ツティ・H ・H ・－－…...・H ・－－

サブグループ ③ 

3）めん類...・H ・.....・H ・－－－

サブグループ ③ 

4）ケーキミックス……...・H ・H ・H ・－－－

サブグループ ③ 

5）から揚げ粉・パン粉...・H ・－－－

サブグループ ③ 

6）ギョーザの皮・その他の小麦粉製品……

サブグループ ③ 

4.菓子類

1）キャラメル・キャンデイー...・H ・－

サブグループ②

2）チューインガム…...・ H ・－－－．．

サブグループ②

3）チョコレート…－－

サブグループ②

4) クッキー・ビスケット…・・・・・・・・・

サブグループ②

5）ケーキ・パイ（洋生菓子含む）・－

サブグループ①②

6）スナック・クラッカー…...・H ・.....・H ・・・・

サブグループ②

7）和菓子・米菓子・豆菓子…...・ H ・....・ H ・－－－

サブグループCD②
8）その他の菓子……

サブグループ②

5 .基礎調味料

1) しょうゆ...・H ・.....・H ・・

サブグループ ③ 

2）みそ...・ H ・.....・ H ・－－……

/LSI.イノルシ－ (No.35り94.6
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サブグループ ③ 

3) ソース類……・・・・ － 

サブグループ ③ 

4) トマトケチャップ類...・H ・－－－

サブグループ ③ 

5）みりん類…・・

サブグループ ③ 

6）食酢類....・H ・...・H ・...・H ・－－．．．

サブグループ ③ 

7）甘味料…...・H ・－…H ・H ・－－

サブグループ ③ 

6.複合調味料・食品類

1）風味調味料….....・H ・...・H ・－－

サブグループ ③ 

2）調理ミックス・・H ・H ・....・H ・－－…・

サブグループ ③ 

3）たれ類…...・H ・－－－

サブグループ ③ 

4）めんつゆ類...・H ・－－－－－－

サブグループ ③ 

7 .油脂類

1 ）マーガリン...・H ・－－－－

サブグループ②

2）マヨネーズ類…...・ H ・－

サブグループ②

3) ドレッシング類...・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－－－－－

サブグループ②

4）植物油...・H ・－…...・H ・－－－－－－－－－…・・

サブグループ ③ 

8.乳・乳製品類

1 ）牛乳・加工乳...・H ・・・

サブグループ①

2）乳飲料…－－

サブグループ①②

3）ヨーグルト類...・H ・－－－

サブグループ①

4）乳酸菌飲料類・…・

サブグループ①

5）チーズ・・…

サプグループ①②

/LSI.イJ／；シー （N，。.39)94.6 

6）調製粉乳類….....・H ・...・H ・－

サブグループ①

7）クリーム・その他の乳製品...・H ・－－

サブグループ ③ 

9.冷凍食品

1 ）素材冷凍食品....・H ・－－－

サブグループ ③ 

2）半調理冷凍食品・・

サブグループ ③ 

10.水産・畜産製品

1 ）畜肉ハム・ソーセージ…・・

サプグループ①②

2）魚肉ハム・ソーセージ・

サブグループ①②

3）水産練り製品・

サブグループ①

11. その他の市販食品

1）シリアル（穀物加工品） ...・H ・H ・H ・－－

サプグループ ③ 

2）豆腐....・H ・－

サブグループ①

3）健康食品・・H ・H ・－－－…・・

サブグループ ③ 

VI. これまでの活動実績5)

各サブグループごとの会合を中心に、これ

までの活動実績を以下にまとめておく。

1. 93. 7.26 第1回安全性研究委員会

（全体会合）

2. 93. 8.19……第1回サブグループ②会合

3. 93. 8.26……第 1回サブグループ①会合

4. 93.8.31・M ・－－第 1回サブグループ③会合

5. 93. 9. 8……第 1回｜サブリーダー桧合

6. 93. 9.27……第2回サブグループ②会合

7. 93. 9.29……第2回サブグループ①会合

8. 93.10. 4……第2回サプグループ③会合

9. 93.10.18……第2回｜サブリーダー｜会合

10. 93.10.28……第3回サブグループ①会合

11. 93.10.29……第3回サブグループ②会合

12. 93.11. 2……第3回サブグループ③会合

と
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13. 93.11.17……第3回｜サブリーダー｜会合

14. 93.11.30……第4回サブグループ①会合

15. 93.11.30……第4回サブグループ③会合

16. 93.12.27……第 5回サブグループ①会合

17. 94.2. 16……第4回｜サブリーダー｜会合

18. 94. 3. 4……第6回サブグループ①会合

19. 94. 3. 9……第4回サブグループ②会合

20. 94. 4. 5……第 5回サブグループ③会合

21. 94. 4. 19……第 5回！サブリーダー陰合

22. 94. 5. 10・・.…第2回安全性研究委員会

－（全体会合）

各サブリーダーの精力的な指導とメンバー

各位の熱心な討議・協力に対して、深く感謝

申し上げる次第である。

VII.サブグループごとの調査活動と集約方法5)

各サプグループの共通した当面の課題とし

て、上記v.のように分担した食品群の日付

表示の現状およびその科学的根拠となるデー

タ等の調査を行うこととした。それぞれの活

動状況は上記N. にまとめたが、このなかで

｜サブリーダ寸会合においては、各サブリーダ

ーが集まり、それぞれの分担する食品群の調

整や調査結果の集約方法の検討・確認等を行

い、以下のことを決定した。

1.食品分類別に「日付表示の現状と劣化要

素jの一覧表を作成する。

この一覧表の項目（内容）は、

1 ）食品名（大分類、小分類）

2）保存条件

3）日付表示（現状）

4）品質特性の劣化要素（官能特性、微生物

特性、化学特性、物理特性）

5）劣化の原因となる要素

6）食用限界となる時点での定量値

7）備考

とする。

2.個々の食品（小分類）別に上記の項目

（内容）のさらに詳しい説明書をルーズリー

フ形式（ 1品目 1頁の個表）で作成する。

& 

このルーズリーフ形式個表の項目（内容）は、

1 ）食品の種別（大分類）

2）具体的商品の例（小分類）

3）賞味期間

4）最も変化が早く現れる項目

5）次に変化が現れる項目

6）安全性の面で最も注意すべき項目

7）温度による変化

8）湿度による変化

9）光による変化

10）酸素（空気）による変化

11）保存条件

12）包材による差

13）その他

とする。

3 .個々の食品（小分類）別に保存性と賞味

期間設定の科学的評価法の実例をできるだけ

集約し、これを含めた解説書を作成する。

4. 「経時変化のためクレームと誤解される

正常品の事例Jについて、 ILSIJAPAN会員

各社にアンケート調査を実施・集約し、食品

の日付表示に関する消費者への啓蒙の一助と

する。

VIII.調査活動の集約結果（例）

各サブグループごとに分担した食品群につ

いて、上記四．に示した集約方法に従い、以

下のような資料としてまとめた。すなわち、

それぞれの食品について、

1. 「日付表示の現状と劣化要素」一覧表

2 .ルーズリーフ形式個表説明書

3.解説書

の3部作を原則として作成した。

以下に一例として、サブグループ①が担当

した「小麦粉製品j 「パンjについて、これ

ら3部作を表I，表2・l～ 4，表3に示し

ておく。

/LSI.イルシー （No.39)94.6 
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表 1 日付表示の現状と劣化要素

｛第 I Gl 

品 質 4者 怯 の 劣 化 要 索 * 加 エ 食 aロ. 日付表示 友1cの劣化 食用限界とな 倒 考

保存条件 官 能 特 惟 微生物将位 化 学 特 性 物理特性 の原因とな る時点での
る要素 定量値

大分頚 小分頚 A B C D 賞味期間 色沢 番・味 組織 細菌 かぴ 酪 母 生成物 その他 硬さ その｛車

I~ ン 食パン 常？昆 。。 0+3-4 ~ 。 。 T Visible 

事ワイ11ht
かぴ

ハヨIi11ht
i-7あ0・b

硬 jjfパン 常温 。。 0+2・3 ~ 。 。 T Visible 

n-fa－~ 
かぴ

11;111ハートロ－~

菓子パン 常温 。。 D +2-4 。 。 6 T 10・－10'/g 

日本式菓子巾 微生物

欧米式菓子，u

調理パン 常温 。 D +O・1 。 。 T 10' -10'/g 
微生物

IAVι
－

u
q町－
b
円近

時i

A：製造年月Bのみ、 B：製造年月日＋期間、 C：製造年月日＋賞味期限、 o：賞味期限のみ。

女は、c：品質特性の霊も阜く変化が現れる項B、O：変化が現れる重要な項目、ム変化が現れるやや重要な項目で表す。

T：温度、 H：湿度、 L：光、 O：酸素

｜マ
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表 2.1 J艮"'- 品 の 年重 男。 パン（ 1 ) 

具体的商品の例 食パン

賞 昧 期 間 3～4日間

最も変化が早く現れる項目 かぴ

次に変化が現れる項目 硬さ

一一安全性の面で最も注意すべき項目 かぴの増殖（安全性というよりも品質を損う）

温度による変化 一般に温度が高くなる程かびの増殖が早い
ト一一一一一一一一ー一一

湿度による変化 一般に湿度が高くなる程かぴの増殖が早い

光 よ る 変 化 特になし

酸素（空気）よる変化 特になし
トー一一一一一一－一一一一ー一一

保 存 条 件 常温
』ーーーー－ーーー晶 一一~’－ーーーーーー

包 材 よ る 差 一般に使用される合成樹脂製フィルムでの差はない

そ の 他 保存条件は常温であるが、「高温多湿Jでの保存は避ける

べきである。また、一般に低温ではかぴ増殖が遅くなる

が、温度が低くなる程、パンが硬くなり易い。これは老

化と呼ばれるもので、主に製品中の水分の蒸発によりデ

ンプンが結品化することにより進行し、低温により促進

される。そこで冷蔵庫での保存は好ましくない。

表 2.2 食 晶 σコ 種 別 パン（ 2) 
~ーーー一一一←ー－－－－－一ー一一一一ーーーーー・一一一一一一一一『ー

具体的商品の例 硬焼パン

賞 昧 期 間 2～3日間

最も変化が早く現れる項目 かぴ
ト一一ー一一一

次に変化が現れる項目 硬さ

安全性の面で最も注意すべき項目 かぴの増殖（安全性というよりも品質を損う）
ト一一一ー一

温度による変化 一般に温度が高くなる程かびの増殖が早い

湿度による変化 一般に湿度が高くなる程かびの増殖が早い
ト一一一一一一一一一ーーーー

光 よ る 変 化 特になし

酸素（空気）よる変化 特になし

イ呆 存 条 ｛牛 常温

包 材 よ る 差 一般に使用される合成樹脂製フィルムでの差はない

そ 。コ 他 保存条件は常温であるが、「高温多湿Jでの保存は避ける

べきである。また、低温での保存は食パンと同様に老化

と呼ばれるデンプンの結晶化を促進することになるので

好ましくない。硬焼パンではこの老化とは違った皮の部

分のパリッとした硬さに特徴があるが、これが時間の経

過に伴って主にパンの内部の水分が表面に移行すること

によってパリッとした組織が失われることがある。これ

によって風昧が変化することはないが、し好面への影響

は考えられる。

ど乙 /LSI.イルシー （No.39)94.6 
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表 2.3 食 目回ロ の 種 男リ パン（ 3) 

具体的商品の例 菓子パン
－一一一一一一一

賞 昧 期 間 2～4日間

最も変化が早く現れる項目 細菌

次に変化が現れる項目 香り、昧

安全性の面で最も注意すべき項目 細菌の増殖

温度による変化 一般に温度が高くなる程細菌の増殖が早い

湿度による変化 一般に湿度が高くなる程細菌の増殖が早い

光 よ る 変化 特になし

酸素（空気）よる変化 特Lこなし
一一一

保 存 条 イ牛 常温

包 材 よ る 差 一般に使用される合成樹脂製フィルムでの差はない

そ の 他 食品衛生法で、（i）出来上がり直後において水分40%以上を含

有する菓子類及び（iり館、クリーム、ジャム、寒天又はこれ

に類似するものを用いた菓子類であって、出来上がり直後に

おいて水分30%以上含有するものは「生菓子Jと定義され、

製造年月日表示が義務づけられている。菓子パンにはこの

「生菓子Jに該当するものが多いが、これについてはパン生

地のかびよりも館、クリーム、ジャムなどのフィリングにお

ける細菌の増殖が問題となることがある。細菌が著しく増殖

すると風昧に変化が表われる。よって、「高温多湿Jでの保

存は避けるべきである。また、パン部分の老化（硬くなる現

象）を考えると、低温での保存は好ましくない。

表 2.4 食 品 の 種 別 パン（ 4) 

具体的商品の例 調理パン

’E 
昧 期 間 0～ 1日間

最も変化が早く現れる項目 細菌

次に変化が現れる項目 香り、昧

安全性の面で最も注意すべき項目 細菌の増殖

温度による変化 一般に温度が高くなる程細菌の増殖が‘早い

湿度による変化 一般に湿度が高くなる程細菌の増殖が早い

光 よ る 変 化 特になし

酸素（空気）よる変化 特Lこなし

保 存 条 f牛 常温又は20℃以下

包材 よ る 差 一般に使用される合成樹脂製フィルムでの差はない

そ の イ也 食品衛生法で調理パンは保存性が問題となることから製造年

月日表示が義務づけられている。調理パンはハム、ソーセー

ジ、コロッケなどの惣菜や野菜を焼成後のパンにサンドした

もので、焼成前のパン生地にサンドしたり、載せたりして焼

成した焼調理パンとか惣菜パンとか呼ばれるものとは区別さ

れる。調理パンではサンドしたもので、焼成前のパン生地に

サンドした惣菜における細菌増殖が問題となり、著しく増殖

すると風昧に影響が表われる。

低温での保存が望まれるが、パンの老化（硬くなる現象）と

の兼ね合いから15～20℃での流通、保存販売が一般化してき

ている。

/LSI.イノルシ－ (No.39) 94.6 と乙
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表3:

と乙

パン

【分類並びに規格】
( 1 ）パンの実用分類に従えば、パンはおよそ食パン、硬焼パン、菓子パン、調理パンに分類される。
( 2）パンには食品衛生法若しくは農林規格等による規格基準はない。
( 3）パンの中で食品衛生法による製造年月日の表示義務のあるものは、調理パンと菓子パンの一部で、この

菓子パンの一部は下記の生菓子の定義に合致するものである。
〔生菓子の定義〕
(i）出来上がり直後において水分40%以上を含有する菓子類
(ii）筒、クリーム、ジャム、寒天またはこれに類似するものを用いた菓子類であって、出来上がり直後におい

て水分30%以上含有するもの
( 4）食パンのなかの角食パンについては一部都道府県・指定都市における条例で製造年月日表示を義務づけ

ている。

［品質特性の劣化要素｝
パンは基本的に小麦粉、水、イースト、食塩を原料としてつくられる。これに油脂、砂糖、卵、乳製品等を

加えて、それぞれのパンの特徴を出している。食パンのようにパン生地そのものの製品はそのパン生地の保存
性が問題となり、これにクリーム、ジャム、惣菜等をフイリング等として用いたものはそのフイリング等の保
存性が問題となるケースが多い。
〔食パン〕
食パンの品質に最も影響を与える品質特性の劣化要因はカピである。このカピ汚染のほとんどはパン生地焼

成後の冷期間中に空気中のカピが付着することにより起こる。カピ汚染の程度によりある日数経過後にカピの
コロニーが自に見える程度まで生育する。
次いで品質に影響を与える品質特性の劣化要因は硬さであり、これは一般に老化と呼ばれている。この老化

は水分の蒸発によるもので、デンプンの結晶化並びに水が介在したグルテンとデンプンの相互作用などの要因
が関与して進行していくとされている。
〔硬焼パン〕
硬焼パンは一般にフランスパンとして知られている。この硬焼パンにはパン生地そのものの製品とこれにフ

イリングを用いたものがある。パン生地そのものの製品は砂糖や油脂の量が極めて少ないか、使用しておらず、
リーン（lean）なパンと言われている。この品質特性の劣化要因はほとんど食パンと同じであるが、食パンに比
べてややカピ発生が早い。パンの硬さについては、本来の焼面（クラスト）のパリッとした硬さがパン生地内
部（クラム）からの水分の表面への移動により失われ、むしろ柔らかく、歯切れの悪いものとなることがある。

フイリング等を用いた製品では、クリーム、ジャム等その材料そのものの品質特性の劣化要因が製品として
の品質特性の劣化要因となっているケースが多く、最も影響を与えるものは微生物要因である。この微生物の
由来は材料からの一次汚染と製造工程での二次汚染が考えられる。
〔菓子パン〕
菓子パンもパン生地そのものの製品とフィリング等を用いたものがある。パン生地そのものの製品は一般に

食パンに比べて砂糖や油脂が多く使われており、リッチなパンと言われている。この品質特性の劣化要因はほ
とんど食パンと同じであるが、カピの発生速度については一概に論じられない。老化の進行は一般に食パンよ
り遅い。
フィリング等を用いた製品では品質特性の劣化要因は硬焼パンと同様に微生物であるが、菓子パンではクリ

ーム、ジャム等をパン生地の焼成前に充填等使用し加熱工程を経るものと、パン生地焼成後にサンド等使用す
るものがあるが、一般に前者の方が保存性は高い。
〔調理パン〕
調理パンはハム、ソーセージ、コロッケなどの惣菜や野菜を焼成後のパンにサンドしたもので、正しくサン

ドイツチそのものである。焼成前のパン生地に惣菜をサンドしたり載せたりしてパン生地と一緒に焼成したも
のは、焼調理パンとか惣菜パンとか呼ばれ、菓子パンに分類され、調理パンとは区別されている。この調理パ
ンの品質特性の劣化要因は微生物で、正しく惣菜の保存性が問題となる。

I賞味期限の科学的評価法］
〔カピ〕
製品そのものを一定の温度で保管し、カピの発生状況を観察する方法が一般的である。通常、パンは常温で

流通するので、保管温度は各季節の気温状況を勘案し、一般にカピ生育の最適温度とされるお℃前後に設定さ
れる。
包装食パンの25℃保存におけるカビ発生状況の調査（1によると、スライスしたものでは、早いものでD+Sから、

丸ごとでは早いものでD+7からカピ発生が見られる。
〔細菌〕
カピと同様に製品そのものを一定の温度で保管し、生菌数を測定する方法が取られる。パン生地そのものの細

菌検査は一般に行われないが、菓子パン、調理パン等の細菌検査では通常、行政の指導基準である 10 5/gを
管理基準として行っている。これらの細菌検査と保存性を関連づける文献は見当たらないが、材料によっては
1 0 6～ 1 0 7で風味に変化を来す。
〔老化〕
パンの老化を測定する方法として、デンプンの糊化度や可溶性デンプン量を測定する方法があるが、この測

定値と官能所見との関連性を示した文献は見当たらない。

（参考文献）
( 1 ）坪内春夫、他；食パンのカピ汚染、名古屋市衛生研究所報、 35、48(1989) 
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このような表が上記v.に示した各食品群

について、それぞれ原則として作成されるわ

けであるから、その資料だけでも膨大なもの

になることは、想像して頂けると思う。ここ

に至るまでのサブリーダーを始めとしたメン

ノtー各位のエネルギーの結集に対し、ひたす

ら感謝するのみである。

IX. 今後の予定

各食品群についてのこれら 3部作の作成は、

ほぼ最終段階に入っているものの、完全に出

来上がっているわけではなく、今後さらに、

追加・修正・統一等が必要である。また、こ

の3部作の作成が本活動の終点ではなく、上

記ill. の本活動のテーマとストーリーの原案

からすれば、その一部に過ぎない。しかし、

この3部作をメインストーリーとする本活動

の最終報告書を原案に沿った形で完成させた

いと考えている。その最終目標を本（1994)

年6月として、何とかそこまで漕ぎ着けるよ

う努力して行きたい。当メンバーの皆様を始

め、 ILSIJAPAN会員の皆様の一層のご協力

を切にお願いする次第である。

x.おわりに

食品の日付表示に関しては、期限表示とす

ることについて、厚生省として独自に平成5

(1993）年12月27日、厚生大臣が食品衛生調

査会に諮問した。これを受け、食品衛生調査

会の食品規格部会・乳肉水産食品部会合同部

会は、平成 6 (1994）年4月11日、その審議

結果を食品衛生調査会委員長に報告した。そ

の内容の詳細は、既にご承知であろうから、

省略するとして、その中で使用されている用

語は、 「使用期限jと「品質保持期限jであ

る。 「賞味期限Jという言葉は、主観的で食

品衛生法の概念に合わないので、厚生省とし

ては｛吏いたくないということらしい。一方、

本件に関し、農林水産大臣から農林物資規格

(JAS）調査会への諮問は、本（1994）年 5

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 

月上旬の時点で、未だ出されていないようで

ある。しかし、農水省としては、「賞味期限」

という言葉が馴染みもあり、分かりやすいと

考えているようである 7寸）。いずれにしろ、

来（1995）年春頃には、両省よりそれぞれの

法律（改正）が施行され、 2～ 3年の経過期

間を経て、期限表示が実施されることになろ

う。それまでには、両省で協議し、是非とも

用語を統一するように努力して頂きたいもの

である。

本活動としては、日付表示用語として従来

からの「賞味期限（期間） Jという言葉を主

として使用するが、用語はともあれ、加工食

品の保存性と日付表示の意味について、多く

の関係者の方々に理解して頂く手助けができ

るよう報告書としてまとめる予定である。

安全性研究委員会メンバー全員の並々なら

ぬ努力の結晶を大いに期待して欲しい。

く参考文献＞

1 ）大下克典： ILS I Jb_36 (1992) 

2）大下克典： ILS I 34, 38・39(1993) 

3）大下克典： IL S I ~50-53 (1993) 

4）大下克典： ILS I 36, 7・10(1993) 

5）大下克典： IL S I 38, 27-29 (1994) 

6）香川芳子（監修） ：「市販食品成分表j

(1991）女子栄養大学出版部

7）林田耕一郎：明日の食品産業

’94.3, 9-21 (1994) 

8）林田耕一郎：食品工業 37(5), 72-77 

(1994.3.15) 

9）湯川剛一郎：缶詰時報 73(3), 177-189 

(1994) 

（本報告は1994年3月4日、国際文化会館に

おいて行われました。）

ι 



B .. 1/e-cSCie:五石亘－＆-2ua.bfq-O/B1"/e 

第 2シリーズ

ILSI奈良毒性病理セミナーの報告

日本国際生命科学協会事務局次長

福 冨 文 武

動物実験実務担当者を対象としたILSI病理

組織診断セミナ は、毎年、各臓器ごとのテ

ーマをもって、過去11年間にわたって、奈良

市を中心に開催されてきた。この間延1,100

名を越す受講者を迎えることができ、その目

的を達成して、昨1993年4月、記念シンポジ

ウム「毒性学の将来展望jとともに第 l回シ

リーズ、を終了した。

このシリ ーズセミナーの貢献に対する高い

評価と、動物実験ラボラトリ ー、研究機関か

らの強い要望をうけて、本年から第2回シリ

ーズを開始することとなった。

ILSI病理組織セミナーは、 ILSI研究財団の

病理毒性研究所の教育プログラムの一環とし

て、 1981年から開始され、ヨ ーロッパ （ハノ

ーノて医科大学） 、アメリカ （当初はハーバー

ド大学、最近は米国獣医学会の開催地）およ

び日本の 3ヶ所で同じプログラムで実施され

ている。これを補完するため、正SI病理組織

シリーズ （スプリンジャ 一社刊）も出版され

ている。また講師陣には、各臓器について、

世界のト ップレベルの研究者が招かれている。

＆乙

日本での第2回シリ ーズの開始にあたり、

Report on the 2nd Series ILSI NARA 
Toxicologic Pathology Seminar 

これまでの経験と各方面からの要望をふまえ、

第l回シリーズの内容を大幅に改め、より実

務者へのフイ ドパックをねらいとした企画

がまとめられた。

内容的には、 3日間のセミナーとし、第 1

日目の午前中は、各臓器について、動物に関

わる問題、人に関わる問題、行政科学として

のとらえ方について国内の権威ある講師によ

る英語による講演と討論、午後には、セミナ

ー受講者による事例発表 （英語もしくは日本

語による）と討論を行うこととした。

第2日、 3日目は、 ILSIが開発した実験動

物の臓器ごとの病理組織セミナ で、世界中

から選ばれた権威ある講師の英語による講義

が行われることになった。

一方、動物実験のクオリテ ィーの向上のた

めに果たす役割を期待して、日本毒性病理学

会では、このセミナ を同学会の資格認定制

度の公式集会に指定し、受講者ならびに事例

発表者のそれぞれに学会の規定によるスコア

を与えることが決定されたことは、 主催者と

して心強いことである。

第2回シリ ーズの概要は次の通りである。

FUMITAKE FUKUTOMI 
Administrator, ILSI JAPAN 
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ILSI奈良毒性病理セミナー
( ILSI NARA HISTOPATHOLOGY SEMINAR) 

ILSI研究財団・病理毒性研究所

奈良県立医科大学
日本国際生命科学協会（ILSIJAPAN) 

ILSI研究財団

奈良市
日本毒性病理学会
（社）日本製薬工業協会

奈良コンペンションピユーロー

小西陽 一（委員長）奈良県立医科大学教授

榎 本 真 鯛食品農医薬品安全性評価センタ一理事

藤原公策 日本大学農獣医学部教授
林 裕造 国立衛生試験所安全性生物試験研究センタ一長
石川隆俊 東京大学医学部教授

伊東信行 名古屋市立大学学長
T.C.ジョーンズ I LS I研究財団
U.モーア ハノーパー医科大学教授

田原栄 － 広島大学医学部教授
高山昭 三 前国立がんセンター研究所長

第 2回シリーズの予定：

内分泌器官 （1994年4月）
呼吸器系 （1995年5月）
肝・障と唾液腺 （1996年）
尿路系 （1997年）

生殖器系 （1998年）

神経系 （1999年）

皮膚と乳腺 （2000年）
造血とリンパ器官 （2001年）

心・血管系 （2002年）
骨 －筋肉組織 （2003年）
感覚器 （2004年）

本協会では主催者として、また毒性学におけ

る活動の一部としてこのセミナーに積極的な

取組みをしていくことになった。会員各位の

積極的な御支援をお願いする。
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本年のセミナーは4月13日～15日の3日間、

丁度桜満開の奈良公圏内の奈良県新公会堂に

おいて開催された。

経済的なインパクトの中で参加者数に危倶

がもたれたが、意に反して過去最大の115名

の登録聴講者を得、また事例発表も 10篇を数

えることができた。聴講者は、主として製薬、

試験受託、食品関係企業における毒性試験担

当者、安全性評価実験者であったが、大学研

究機関からも 10余名の参加者があった。

3日間の講演ならびに事例発表は次のとお

りであった。

民＜＂ -:- ~号待：－： '°' ~－：－ ~島個隊。令~ :,;oc令。・， ..令。＞）：＜：＇°＇＂令。，，...。穆ミ＇.令。褐僕令。， ..φφ 司， x:＇°＇－：－；降格 )C(-0:-骨格 occ-；》司島裕 oc－：－令噌 2陪oc－：－ φ。 X:(<0:-0:-:'II I唱＠令＋裕司陪.令噌＂＇陀 φ＊ >) x oc ＇°＂令、＠抵令。＊＂ x: C< (< ＇°＂持続（＜ '°" * ≫ ~陀＋令。諸.。＋

第 1日午前：シンポジウム

1 ) Toxicological Implications of Endocrine Organ Lesions found in Animal Toxicity Tests 

林裕造（国立衛生試験所）

2 ) Estrogen and Tumorigenesis 

伊藤明弘（広島大学）

3 ) Functional Differentiation of The Human Endocrine Tumors 

長村義之（東海大学）

第 1日午後：事例発表

1 ) Reversibility of pituitary proliferative lesions ind田 edby salmon calcitonin in SD rat 

己

白木克尚，吉田哲，花田貴宣（山之内製薬株式会社）

2 ) Testicular necrosis induced by hCG in rats 

宮罵宏彰，茶谷文雄（武田薬品工業株式会社）

3 ) Spontaneovs uterine lesions in rats and their relation to endocrine inbalance 

永岡隆晴，前川昭彦牢（吉富製薬株式会社、佐々木研究所＊）

4 ) Morphology of the anterior pituitary gland of tremor rats with congenital hypogonadism 

山村高章（田辺製薬株式会社）

5 ) Effects on rat endocrine system of a psychotropic drug 

高木英利，猪俣訓ー（日本レダリー株式会社）

6) An amino or mercapto moiety, which is more potent in antithyroid effects? 

高岡雅哉，真鍋淳，寺西宗宏，矢本敬，松沼尚史（三共株式会社）

7 ) Age-associ蹴 dchanges in histological picture and spontaneous lesions in the pituitぽy,
adrenals and thyroids in rats. 

田村一利，中村厚，星谷達，堀口浩資，岡庭梓（株式会社ボゾリサーチセンター）
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8 ) Promoting effect of hyperprolactinemia induced by psychotropic drug on Harderian gland 
carcinogenesis in mice. 

梶村哲世（第一製薬株式会社）

9 ) Studies on a drug-induced thyroiditis, vacuolation of pituitary basophil cells, and atrophy of 
seminiferous tubules in rats 

柿沼千早， 渡辺満利 （持田製薬株式会社）

10) Modification of rat thyroid carcinogenesis 

日浅義雄 （奈良県立医科大学）

第2日／第 3日：病理組織セミナー

講師

Gilberto E. Bestetti, Prof. Dr. med. vet.(University of Bern,) 

Charles C. Capen, D.V.恥1.,Ph. D.(Ohio State University) 

Ronald A. DeLellis, M.D.(Tufts University School of Medicine,) 

Eberhard Karbe, Dr.med. vet.(Bayer AG,) 

Kalman Kovacs, M.D., Ph.D., D.Sc.(St. Michaels Hospital,) 

Arthur A. Like, M.D.(University of Massachusetts Medical Center,) 

John Yaηington, D.V.M., Ph.D.(Marion Merrell Dow, Inc.,) 

Akihiko Maekawa, M. D.(Sasaki Institute) 

MにhihitoTakahashi, M. D.(National Institute of Hygienic Science.) 
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上： U.モーア教授開会挨拶

中：セミナ一会場

下：懇親会（伊東信行学長とU.モーア教授）

Iii /LSI.イノルシ－ (No.39) 94.6 
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llIBI・
今世界の各地では

イルシ一・ アレルギ－及び免疫学研究所

ILSI Allergy and Immunology Institute 

アレルギーに関する理解をさらに深める必

要性から、 ILSIは1989年の始めにイルシー ・

アレルギー及び免疫学研究所を設立した。ア

レルギー及び免疫学研究所はILSI研究財団の

中に財政上独立した組織として存在している。

アレルギー及び免疫学研究所の研究及び教育

の計画と方向づけの責任は免疫学、ア レルギ

ー学、内科学および小児科学に経験のある医

科学者よりなる科学顧問グループが負ってい

る。

この研究所の l::-1的は、外部の科学的な団体

及び専門家の協会と協力して研究所自身のプ

ログラムをスポンサーすることに より食品関

連のアレルギー領域における科学的な活動の

中心的な存在になることである。この研究所

は基礎及び臨床研究、食品アレルギーについ

ての我々の現在の理解におけるギャップを確

認するためのワークショップの計画、現存す

る、また新しいデータの評価と解釈のための

会議、および最新の発見を伝え将来の研究の

方向を作り上げるための出版を開始している。

長期的には、食品に対する好ましくない反応

の研究活動の開始と調整のためのホームベー

Report from Activities of ILSI Entities 

ILSI Allergy & Immunology Institute 
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スとして見てもらうのがこの研究所の意図す

るところである。

アレルギー及び免疫学研究所は野心的な科

学計画の概要を描いている その一つは食品

アレルギーの領域に関する産業界、学界及び

政府の関心と資源に焦点を当てたものになる

であろう 。これが成功すれば、この計画は食

品ア レルギーについての我々の理解、診断、

及び処理を発展させる可能性をもち、それに

よって多くの誤診と食事中からの食品の不適

切な排除を減少させることになる。

く1993年の業績＞

+1992年に研究所が主催した「食品ア レルギ

ーと肺Jに関するシンポジウムのプロシーデ

イングスのコピーを出版社から受領した。こ

れらの報告は「小児アレルギーと免疫jの一

部として出版された。この本は広く配布され

た。

・研究所はFNSCプログラム企画委員会と共

同して、 1994年のILSI年次総会の科学セッシ

ヨンの一部として食品アレルギーに関する半

日のセッションを計画した。このセッション

The Editorial Committee 

SHINICHIRO AOKI, Ph.D. 

己
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ンでは、研究所の二人の科学顧問、デイー

ン・メトカフ博士、スティーブ・テイラ一博

士、二人の当研究所のグラント受賞者、デニ

ス・オウンピ一博士、アン・ムニョス二フア

ーロング女史をスピーカーに選んだ。

+1995年9月にイタリアのルガノで開催予定

の「食品アレルギーの免疫学的及び臨床的問

題に関するシンポジウムjに当研究所がスポ

ンサーする半日セッションの計画を開始した。

このセッションの焦点は「食品／食品成分に

対する免疫反応により誘発される幼児の消化

器疾患jとすることが提案されている。

+2s,oooドルの第2回1年間教育グラントが

「食品アレルギー・ネットワークjに与えら

れた。この組織は食品アレルギー及びアナフ

イラキシーに関する一般の認識を増強させ、

教育と感情的な支援を通じて家庭の食品アレ

ルギーへの対処を助け、現実的な教育資源を

作り上げることを目的に設置されたものであ

る。 9人の医学委員会による監督により、こ

のネットワークは隔月刊のニュースレターを

発行し、アナフイラキシ一、栄養、および表

示の読み方に関する教育資料を開発した。

．研究所は食品アレルギーに関するNIHの教

育小冊子の印刷を援助した。この小冊子は

NIHの「素人のための医学jシリーズの一部

としてNIHでの食品アレルギーに関する講演

から作られたものである。講演のためのスラ

イドとテキストは消費者のための小冊子の基

礎となっている。テキストの中でILSIに対す

る謝辞が述べられている。

4砂当研究所が財政支援している以下の主要研

究は継続した：

デニス・オウンピー医学博士、ヘンリー・フ

ォード病院「限定された中西部地域の中流の

若年児および成人人口の食品アレルギーの歴

史的で、証明できる流行J
ヒュー－サンプソン医学博士、ジョーンズ・

ホプキンス大学医学部「飛行高反応性におけ

る食品高感受性の役割J

己

．以下の補助フエロー・シップ受領者はプロ

ジ、エクトを完了した：

ジョン・ M・ ジェームス医学博士、ジョーン

ズ・ホプキンス病院「牛乳アレルギー児にお

ける耐性の発生に関連する免疫機構J
クレイグ・オスリーブ、医学博士、児童研究

所、国立児童医学センタ一、 「バナナ、その

他の果物及び天然ゴムにおける一般抗原決定

因子J
＠以下の補助フエロー・シップ受領者はプロ

ジェクトを継続した：

ブランドン・ J.ドリアン医学博士、免疫学、

呼吸器医学国立ジューイッシュ・センター、

「ピーナッツ抗原に対するT細胞の応答j

＠研究所は遺伝子組換えによる食品及び食品

成分に関するアレルギー性問題に関係するプ

ロジェクトについてIFBCと協力している。

この問題は科学者のみならず一般大衆にも大

変関心が高く、科学に基づく健全な展望は今

日の論争に著しく貢献するものとなるであろ

う。この協力関係から出版に適した科学的な

文献が生まれ、 1994年の中ごろには出来上が

る予定である。

く1994年度計画〉

．科学顧問会議が1994年 1月に招集され、進

行中の活動を展望し、新しいプログラムを開

始し、 1994年開始の研究助成を受ける研究者

を選ぶ。この会議の一部はこの研究所を支援

している会社の代表からなるILSI連絡委員会

と協同して行われる。 1994年度計画の詳細は

この会議後に発表される。

．以下の研究活動が計画されている：

l～ 2名のフエロー・シップ受賞

( $10,000／年 2年間）

1名、 2年間の新しい研究者受賞

( $ 60,000／年 3年間）

ヒュー・サンプソン博士およびデニス・オウ

ンピ一博士の指導で行われている進行中の研

究プロジェクトは1994年中に終了する予定で
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その他の会議についても同様な協力の機会

を探っていく。

＠当研究所とIFBCとの協力関係は継続し、

遺伝子組換え食品及び食品成分に関するア

レルギー性問題についての報告書の出版が

完了される。

ある 0

．教育活動については以下の計画がある：

1995年にイタリアで開催される予定の第6

回「食品アレルギーについての免疫学的及

び臨床的問題国際シンポジウムjの一部と

して行われる一日セッションのプログラム

の主題と講演者の選択の完了。

科学顧問会議

デイーン・メトカフ博士、
(National Institute of Health、

議長
メリーランド州、ベセスダ）

宮本照正博士
国立相模原病院
神奈川県、日本
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レベッカ・バックレー博士
デューク大学メデイカル・センター
ノースカロライナ州、ダーハム
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シェルドン・コーエン博士
NIH 
メリーランド州、ベセスダ

ピーター・ゴールドマン博士
ノ、ーバード大学
マサチューセツツ州、ボストン

フラン・デルーカ女史

スタッフ

シャロン・ワイス女史
副部長

と乙

（青木真一郎）
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1994.4 

1994.4 

1994.5 

1994.5 
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入会年月日

1994.3.15 

組織名

協和発酵工業（株）

ロッテ（株）中央研究所

旭電化工業（株）

味の素ゼネラルフーヅ（株）

会員の異動

入会 （敬称略）

組織名 玉里 主

明治製菓（株） 生物科学研究所長

足立尭

理事の交代 （敬称略）

新 ！日

酒類食品事業本部 取締役

食品営業本部 酒類食品企画

食品営業第二部次長 開発センター長

本田真樹 寺西弘

基礎研究部部長 常務取締役

中央研究所長

丸山孝 小林勝利

理事 理事

食品開発研究所長 研究企画部長

村瀬行信 安田望

研究所長 取締役研究所長

団野定次 新村正純
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日本国際生命科学協会活動日誌
(1993年2月1日～1994年4月30日）

2月2日 プ口シーディング委員会 於： ILSIJAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムの講演録作成に関し、作成
担当委員による編集会議。

2月4日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN
パーム油系油脂の栄養に関する報告書の各委員担当項目作成原稿に関する
キ食言す。

2月4日 バイオテクノ口ジー研究委員会 於：国際文化会館
1994年度における活動計画の検討

2月9日 油脂の栄養研究委員会 於：マルハ
魚介類脂質の栄養に関する報告書の執筆担当委員より分担項目について検
討結果の報告及び意見交換。

2月9日栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
生理機能に関する文献検索、討議、及び第2回「栄養とエイジングj国際
会議に関する検討。

2月10日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
食生活に関する文献検索、討議、及ぴ第2回「栄養とエイジングj国際会
議に関する検討。

2月14日委員長会議 於： ILSIJAPAN 
広報、編集、財務、 RF設立準備室、科学研究企画委員会の各委員長及び
科学研究企画委員会に属する安全性、栄養とエイジング、バイオテクノロ
ジ一、油脂の栄養の各研究委員会委員長が出席し、各委員会の活動状況の
報告及ぴ優先検討課題の進捗状況等の討議検討。

2月14日科学研究企画委員会 於： ILSIJAPAN 
各研究委員会の活動状況報告及び本年度におけるシンポジウム、セミナー、
講演会等各種学術集会の開催についての検討。

2月16日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
心理／杜会に関する文献検索、討議及び第2回「栄養とエイジングj国際
会議に関する検討。

2月21日 油脂の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN
畜産脂質の栄養に関する研究、調査結果報告書に関する担当項目について
の検討結果報告及び意見交換。

2月23日編集委員会 於： ILSIJAPAN
「ILS I・イルシーJ38号の最終校正及び英文サマリーについての検討。

3月2日会 計監査 於： ILSIJAPAN
印藤、青木両監事により、 1993年度事業報告書、決算報告書及び関係書類
についての監査を実施。
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3月4日 1994年度第 1回理事会（総会） 於：国際文化会館
1993年度事業報告書（案）、同決算報告書（案）の審議、承認、及び1994年
度事業計画書（案）、同収支予算書（案）の審議、承認、並びに第2回「栄
養とエイジングj国際会議開催（案）の審議の他、 ILSI本部総会への出席報
告、及び各委員会活動状況報告。

3月4日 ILSI JAPAN講演会友び研究委員会報告会 於：国際文化会館
①講演会
演題： 100歳老人のための食生活
講師：東京家政大学理事長、学校法人渡辺学園理事長 苫米地孝之助博士
②研究委員会報告会
演題：加工食品の保存性と日付表示
講師：安全性研究委員会委員長大下克典博士
③参加者： 70名

3月9目安全性研究委員会 於： ILSIJAPAN
賞味期間が2週間～ l年未満の食品を対象とする諏訪グループにより、対象
食品品目、保存性、品質特性等に関する検討。

3月16日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
生理機能に関する文献検索、討議のほか、 ILSIJAPAN理事会（総会）報告及
び第2回「栄養とエイジング」国際会議についての検討。

3月17日栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
食生活に関する文献検索、討議のほか、 ILSIJAPAN理事会（総会）報告及び
第2回「栄養とエイジングJ国際会議についての検討。

3月18日 プ口シーデイング委員会 於： ILSIJAPAN 
バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムのプロシーデイング作成担当
委員による編集会議。

3月23日 バイオテクノ口ジ一研究委員会 於： ILSIJAPAN 
1994年度におけるバイオテクノロジー研究委員会の活動計画に関する検討、
打合せ。

3月30日編集 委員会 於： ILSIJAPAN
「ILS I ・イルシー」誌の謹呈先、個人購読の取扱い等の検討及び「 IL 
s I・イルシー」 39号の編集、 40号の掲載予定に関する検討。

3月31日広報委員会 於：日本コカ・コーラ
ILSIJAPANリーフレットの作成、 ILSIJAPAN広報に関する内容検討。

4月5日安全性研究委員会 於：味の素
賞味期聞が l年以上の食品を対象とする岡見グループにより、対象食品品目、
保存性、品質特性等に関する検討。

4月12日油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN
ノtーム油系油脂の栄養に関する検討結果の報告書の執筆担当委員より、分担
項目についての報告及び意見交換。

4月13日 ILSI奈良毒性病理セミナー（内分泌系）
～15日 於：奈良県新公会堂

第 1日、内分泌系に関するシンポジウム、症例、研究発表。第2～3日、実
験動物の内分泌系に関する病理組織セミナー及びパネル・デイスカッション。
圏内8名、国外8名の講師を招聴
参加者： 120名

己 凶・イルシ一向的94.6
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4月19日安全性 研究員会 於：味の素
委員長及び3グループ・リーダーによる加工食品の保存性と日付表示に関す
る意見調整。

4月21日 油脂の栄養研究委員会 於：マルハ
魚介類脂質の栄養に関し、検討結果報告書の分担項目担当各委員より、とり
まとめ内容の報告及び説明、並びに意見交換。

4月26日広報委員会 於：日本コカ・コーラ
ILSI JAPANリーフレットの作成、 ILSIJAPAN広報についての検討及び第2回
「栄養とエイジングj国際会議に関する広報体制の検討。

4月26日 バイオテクノ口ジー研究委員会 於：島根イン青山
1994年度第 1回全体会議を開催し、本年度の活動方針その他についての検討、
討議。

4月27日 栄養と工イジング研究委員会 於：昭和女子大学
生理機能、食生活及び心理／社会の3グループ合同の委員会を開催し、第 2
回栄養とエイジング国際会議への対応、研究委員会の方向性と進め方等につ
いての検討、討議。

4月28日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN
畜産脂質の栄養に関し、検討結果報告書の分担項目担当各委員より、とりま
とめ内容の報告及ぴ説明、並ぴに意見交換。

February 2 

RECORD OF ILSI JAPAN ACTIVITIES 
February 1, 1994 through April 30, 1994 

Proceedings Committee for ”International Sympos同mon Foods Produced by New Biotechnologyヘ
at ILSI Japan: 
Editorial work on the proceedings of the above symposium. 

February 4 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at ILSI JAPAN: 
Review on the specific areas担 thereport assigned to the members of the subcommittee on palm oil. 

Biotechnology Research Committee, at the International House: 
Review on血eactivity plans in 1994. 

February 9 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at Maruha: 
Members of the subcommittee on lipids出fishand shellfish reported the result of discussion on 
specific訂eas加 thereport, and exchanged opinions. 

Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women’s University: 
Literature survey and discussion on physiological functions, and 
review on由e2nd”InternationalConference on Nutrition and Ag也g”
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February 10 
Research Committee on Nutrition and Ag加g,at Showa Women’s University: 
Literature survey and discussion on dietary life, and review on the 2nd”International Conference on 
Nutrition and Aging" 

February 14 
Committee Chairmen Meeting, at ILSI JAPAN: 
Chairmen of PR, Editorial, Finance, Planning for RF Establishment, and Scientific Research Planning 
Committees, and also chairmen of the individual committees belonging to the Scientific Research 
Planning Committee, namely, Safety, Nutrition and Aging, Biotechnology, and Nutrition in Fats and 
Oils reported the current activities and the progress of the work covering priority subjects of the 
individual committees were reviewed and discussed. 

Scientific Research Planning Committee, at ILSI JAPAN: 
Current activities of the泊dividualcommittees were reported and programs for scientific meetings, e.g. 
symposiums, seminars, lecture meetings were reviewed. 

February 16 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women’s University: 
Literature survey and discussion on psychological/social factors, and review on the 2nd”International 
Conference on Nutrition and Aging”． 

Febru訂y21 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at ILSI JAPAN: 
Members of the Subcommittee on Livestock Lipids reported the result of discussion on specific紅 easin 
the report, and exchanged opinions. 

February 23 
Editorial Committee, at ILSI JAPAN: 
百iefinal revise of”ILSI" No. 38 and discussion on English summ訂y.

March 2 
Account audit, at ILSI JAPAN: 
Two auditors, lndo and Aoki inspected the 1993 annual report, financial statements and related 
documents. 

March4 

と乙

百iefirst Board of Trustees meeting (general meeting) in 1994, at the International House: 
官ie1993 annual report (draft), financial statements (draft), as well as the 1994 activity program (dra白），
and financial budget (draft) were reviewed and approved.官iepl加 forholding the 2nd”Interτiational 
Conference on Nutrition and Aging" was reviewed. The 1994 ILSI Annual Meeting held in Bahamas in 
January and also the current activities of individual committees were reported. 

ILSI JAPAN Lecture Meeting and Research Committee Report, at the International House: 
1. Lectureおfoeting 
Subject: Dietary Habit of Centenarians 
Speaker: Dr. Konosuke Tomabechi, President, Tokyo Kasei 
University 

2. Report on the Activities of the Research Committee 
Subject: Shelflife of processed foods and date labeling 
Speaker: Dr. Katsunori Ohshita, Chairman, Research 
Committee on Safety 

3. Participants: 70 
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March 9 
Research Committee on Safety, at ILSI JAPAN: 
The Suwa subgroup, in charge of labeling for products with a ”best before date”of 2 weeks -1 year, 
reviewed the shelflife, characteristics etc. of such products. 

March 16 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women’s University: 
Literature survey and discussion on physiological functions and the report on the ILSI Board of 
Trustee Meeting were presented. 
The plan for the 2nd "International Conference on Nutrition and Aging" was reviewed. 

March 17 
Research Committee on Nutrition and Ag泊g,at Showa Women’s University: 
Literature survey and discussion on dietary life and the report on血eILSI Board of Trustee Meeting 
were presented. 
The plan for the 2nd "International Conference on Nutrition and Aging" was reviewed. 

March 18 
Proceedings Committee for ”International Symposium on Foods 
Produced by New Biotechnology”， at ILSI Japan: 
Editorial Committee meeting on the proceed加gsof the above symposium. 

March 23 
Biotechnology Research Committee, at ILSI JAPAN: 
Discussion on the activity programs for 1994. 

March 30 
Editorial Committee, at ILSI JAPAN: 
The list of presentees of the”ILSI" journal, subscription by individuals etc. were reviewed. 
The editorial work for ”ILSI" No. 39 and pl創medcontents of No. 40 were also reviewed. 

March 31 
PR Committee, at Coca-Cola Japan: 
Preparation of the ILSI JAPAN Leaflet and the contents of ”ILSI JAPAN PR”were reviewed. 

April5 
Research Committee on Safety, at Ajinomoto: 
The Okami subgroup, in charge of labeling for products with a ”best before date”more th如 1ye紅，

discussed the shelflife, characteristics etc. of such products. 

April12 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at ILSI JAPAN: 
Members of the subcommittee on palm oil reported the result of discussion on specific紅・eas泊 the
report, and exchanged opinions. 

April 13・15
ILSI-Nara Histopathology Seminar (endocrine organs) at New Nara Prefectural Hall: 

1st day: Symposium on endocrine system, and presentations of 
cases and research papers. 

2nd day: Histopatholog~ seminar and panel discussion on 
endocrine system in experimental animals 

Speakers: 8 from Japan and 8 from abroad 
Participants: 120 

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 IE. 
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April 19 
Research Committee on Safety, at Ajinomoto: 
Adjustment of opi凶onson shelflife and date labeling for processed foods by the chairman and 3 group 
leaders. 

April 21 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at ILSI Japan: 
Members of the subcommittee on nutrition泊 fishand shellfish reported the result of discussion on 
specific areas in the report, and exchanged op担ions.

April 26 
PR Committee, at Coca四 ColaJapan: 
Preparation for ILSI JAPAN Leaflet and publication of ”ILSI JAPAN PR" were discussed. Organization 
for the PR activities for the 2nd”International Conference on Nutrition and Aging" was reviewed. 

Research Committee on Biotechnology, at shimane Inn Aoyama: 
百ie1st general meeting for discussing the 1994 activity program etc. 

April 27 
Research Committee on Nutrition and Aging, at Showa Women’s University: 
A joint meeting of 3 subgroups, namely, physiological functions, dietary life and psychology/social, was 
held for discussing prep紅ationfor the 2nd”International Conference on Nutrition and Ag泊g”， and
direction and approach of the research committees. 

April 28 
Research Committee on Nutrition in Fats and Oils, at且SIJAPAN: 
Members of the subcommittee on nutrition in livestock lipids reported the result of discussion on specific 
areas担 thereport, and exch組 gedop担ions.

己 /LSI.イJレシ－ (No.39) 94.6 



81/e－ぢwe..云石亙－＆－2ua:.£1／.σa/B1/e

発刊のお知らせ

「バイオ食品」

一社会的受容に向けて－

1993年10月14日、 「バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムー有用性・安

全性とその社会的受容性」が、東京・渋谷の日本薬学会「長井記念ホーlレ」で開催

されました。組換えDN A技術を中心とするバイオテクノロジーは、健康・食糧・

環境という人類最大の課題に応える技術として多くの期待を集めています。この会

議は、産官学会の研究者が一堂に会し、バイオテクノロジーが食品産業および農業

の分野で健全に発展することを願い、その有用性と安全性確保について情報を整理

し、社会的受容を得るための具体的方策を探ることを目的としたものでした。

このシンポジウムの正式なプロシーデイングスがバイオテクノロジー研究委員会

メンバーによりまとめられ、建吊杜より成書として日英両国語版で出版されました。

本書の監修をなさった大谷明先生、粟飯原景昭先生の「巻頭の言葉Jをご紹介しま

す。

…本シンポジウムでは、バイオテクノロジ一応用食品の有用性・安全性に関する最

新の具体的事例が整理され、社会的受容を得るための具体的方策が論議され、その

結果、今後の施策について極めて有益な結論が引き出された。ここでの成果はわが

国のみならず、世界中のバイオテクノロジ一応用食品に携わっている人々 にとって、

極めて示唆に富むものと考え、日英両国語版で報告書を出版することにしたもので

ある。．．

A5版、 260頁、定価 3,811円、

大谷明 ・粟飯原景昭翻訳監修、

ILSI JAPAN編、出版建吊社

尚、会員の方は l冊 3,050円

です。ご希望の方は日本国際生

命科学協会事務局までお申込下

さい。
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ILSI JAPAN 出版物

（在庫切れのものもございますので、在庫状況、値段等は事務局にお問い合わせ下さい）

＊印：在庫切れ

New’94年度出版物及び出版予定…

－定期刊行物
IL S I・イルシー

No. 38 特集本部総会報告、脳の生理機能と老化について

No. 39 特集 ILSI奈良毒性病理セミナー第2シリーズ、百歳老人のための食生活

．栄春掌レビュー

第2巻
第2号 強制栄養表示（FDA）、成長に対するカルシウム必要量、

食物繊維と大腸癌の危険性との関係、 「百歳長寿者調査」結果

第3号 ピタミンB6と免疫能力、魚油補充と大腸癌抑制、新しい満腹感の
シグナル、日本人の肥満について

－国際会議講演録

「ノてイオ食品一社会的受容に向けて－J本誌57頁参照
（バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウム講演録）

OILSI JAPA N機関誌

（食品とライフサイエンス）

No. 1 特集発会にあたって、栄養専門家会議、骨代謝とミネラル ＊ 

No. 2 特集 最近における癌研究、食品添加物の最近の考え方 ＊ 

No. 3 特集食塩の摂取について、ミネラル代謝 ＊ 

No. 4 特集 日本の塩の需要供給の現状 ＊ 

No. 5 特集 IL S Iの動向

No. 6 特集砂糖をめぐる健康問題、 ILS I概要

No. 7 特集 「食品添加物摂取量調査JWG報告

No. 8 特集 「食塩」 WG報告

No. 9 特集 「骨代謝とミネラlレjWG報告

No.10 特集 「砂糖JWG報告

No. 11 特集健康食品、日米の比較

No. 12 特集安全性評価国際シンポジウム（ 1 ) 

No. 13 特集安全性評価国際シンポジウム（ 2 ) 

No.14 特集安全性評価国際シンポジウム（ 3) 

No.15 特集食用油脂成分の栄養性と安全性

/LSI.イJレシー （No.39)94.6 



司81/e－ーδ＇Cf~函ce-&-2uah"/i/O/-B1fe

No. 16 特集創立5周年を迎えて

No. 17 特集食事と健康国際シンポジウム

No. 18 特集食事と健康シンポジウム (1)

No.19 特集食事と健康シンポジウム（ 2 ) 

No.20 特集動物実験の現状と問題点

No. 21 特集食用油脂と脳卒中虚血性心疾患

No.22 特集栄養とフィットネス

No. 23 特集新技術利用発酵食品の基礎と社会的評価

No. 24,25 特集 I L S I JAPAN7周年記念フォーラム

No.26 特集食品の安全、ダイエタリーファイパー、機能性食品

No.27 特集 イシューマネジメントと ILS I 

バイオテクノロジーに関する規制の国際動向

No.28 特集食餌制限と加令、米国における健康・栄養政策

No.29 特 集 創 立10周年記念特別号

No.30 特集第l回国際会議「栄養とエイジングj

(ILSI ・イルシー）

No. 31 特集 新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性

エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ

No. 32 特集委員会活動報告

No. 33 特集化学物質の安全性評価、 「エイジングと栄養」公開研究集会

No. 34 特集魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

No. 35 特集 エイジングと脳の活性化、 「毒性学の将来への展望Jシンポジウム

No. 36 特集 エイジングのメカニズムについて、委員会活動報告

No. 37 特集 「バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウムj

No. 38 特集本部総会報告、脳の生理機能と老化について

No. 39 特集 ILSI奈良毒性病理セミナ 第2シリーズ、百歳老人のための食生活

0ワーキング・グループ報告シリーズ

No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点j

No. 2 「子供の骨折についての一考察J
No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取） J 
No. 4 「砂糖と健康J
No. 5 「食と健康J
No. 6 「日本人の栄養」

No. 7 「油脂の栄養と健康」

0国際会議講演録

「安全性評価国際シンポジウム講演録j

「バイオテクノロジ一国際セミナー講演録J ＊ 

第1回国際会議「栄養とエイジング」講演録

「ノtイオ食品一社会的受容に向けて－J
（バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウム講演録）
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or Ls Iライフサイエンス シリーズ

No. 1 「毒性試験における細胞培養」 (U. モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和J( G. J.ファンエシュ） ＊ 

No. 3 「ADI J (R. ウォーカー）

No. 4 「骨粗懸症J (B. E. C.ノ－）レディン、 A. G. ニード）

No. 5 「食事と血柴脂質パターンJ (A. ボナノーム、 S.M. グランデイ）

0最新栄養学（第5版）

O最新栄養学（第6版）
"Present Knowledge in Nutrition, Vol.5及びVol.6の邦訳本が、 （株）建吊社から市販。

。バイオテクノロジーと食品 （株）建吊杜から市販。

0FAO/WHOレポート「バイオ食品の安全性j （株）建吊社から市販。

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版）

（株）建吊杜から市販。 （季刊）

第 I巻

第1号脳神経化学と三大栄養素の選択、栄養政策としての食品表示、

日本人の栄養と健康他

第2号高齢者のエネルギー需要、食餌性脂肪と血中脂肪、長寿者の食

生活の実態と動向他

第3号運動と徐脂肪体重、魚油はどのようにして血柴トリグリセリド

を低下させるのか、セロトニン仮説の信濃性他

第4号高脂肪食品に対する子供たちの噌好、加齢と栄養

発癌の阻止剤および細胞－細胞間コミュニケーションの誘発剤と

してのレチノイド、カロチノイドの機能

第2巻

第l号食品中の脂質酸化生成物と動脈硬化症の発生、栄養に関する世

界宣言、食物繊維と結腸癌－これまでの証拠で予防政策を正当

化できるか、食品の健康強調表示について確定したFD Aの規

則、日本人のコメ消費とごはん食を考える

第2号強制栄養表示（FDA）、成長に対するカルシウム必要量、

食物繊維と大腸癌の危険性との関係、 「百歳長寿者調査j結果
第3号 ピタミンB6と免疫能力、魚油補充と大腸癌抑制、新しい満腹感のシグナル、

日本人の肥満について
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日本国際生命科学協会会員名簿
[1994年6月1日現在］

会長 角田俊直 味の素（株）常任顧問 03-5250-8304 
104 東京都中央区京橋1-15-1

副会長 粟飯原景昭 大妻女子大学教授 03-5275-6074 
102 東京都千代田区二番町12 

今 木村修一 昭和女子大学教授 03-3411-5111 
154 東京都世田谷区太子堂lー7-57

，， 小西陽一 奈良県立医科大学教授 07442-2-3051 
634 奈良県橿原市四条町84 0 

。 十河幸夫 雪印乳業（株）技術顧問 06-397・2014
532 大阪府大阪市淀川区宮原 5-2ー3

。 戸上貴司 日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長 03-5466-8287 
150 東京都渋谷区渋谷4-6ー3

本 部 理 事 林 裕造 国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長 03-3700-1141 
158 世田谷区上用賀 1ー 18ーl

命 杉田芳久 味の素（株）理事 03-5250-8184 
104 東京都中央区京橋1ー15-1

監事 印藤元一 高砂香料工業（株）顧問 03-3442-1211 
108 東京都港区高輪3-19ー22 

。 青木真一郎 青木事務所 0422-55-0432 
180 東京都武蔵野市中町2-6-4

顧問 森 実 孝 郎 （財）食品産業センタ一理事長 03-3716-2101 
153 東京都目黒区上目黒 3-6ー18 TYピlレ

。 石田 朗 前（財）食品産業センタ一理事長 03-3445-4399 
108 東京都港区高輪1ー5ー33-514
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！調より会社名アイウ工オ順

理事 村瀬行信 旭電化工業（株）理事食品開発研究所長 03-3892・2110
116 東京都荒川区東尾久8-4ー1

今 団野定次 味の素ゼネラルフーヅ（株）研究所長 0593-82-3186 
513 コ重県鈴鹿市南玉垣町6410

イシ 高木紀子 （株）アルソア央粧アルソア総合研究所次長 03-3499・3681
150 東京都渋谷区東2-26-16

渋谷HAN Aピル

，》 鈴木嘉之 エーザイ（株）食品化学事業部長 03-3817・3781
112・88 東京都文京区小石川 5ー5-5

。 岡本悠紀 小川香料（株）取締役フレーパー開発研究所長 03-3900・0155
115 東京都北区赤羽西6ー32-9

今 早川和雄 鐘淵化学工業（株）取締役食品事業部長 06-226-5240 

530 大阪府大阪市北区中之島3ー2-4

か 平原恒男 カルピス食品工業（株）研究開発センター常務取締役 0427・69・7835
229 神奈川県相模原市淵野辺5-11-10

.,,. 斎藤 成正 キッコーマン（株）研究本部長 0471-23-5506 
278 千葉県野田市野田 39 9 

.,,. 本田 真樹 協和発酵工業（株）酒類食品事業本部 03-3282-0075 
食品営業本部食品営業第二部次長
100 東京都千代田区大手町 1-6-1大手町ピル

イP 森本圭一 キリンビール（株）取締役 03幽 5485-6190

研究開発本部副本部長
150 東京都渋谷区神宮前 6-26-1

，〉 本野 盈 クノール食品（株）取締役商品開発研究所長 044-811-3117 
213 神奈川県川崎市高津区下野毛2-12ーl

.,,. 入江義人 ニ栄源エフ・エフ・アイ（株）理事学術部長 06-333-0521 
561 大阪府豊中市三和町 1-1ー11 

イシ 河野文雄 二共（株）特品開発部長 03”3562・0411
104 東京都中央区銀座2ー7-12

，， 渡辺 1孟 サンスター（株）専務取締役 0726-82-7970 
569 大阪府高槻市朝日町3-1

今 東 直樹 サントリー（株）研究企画部長 03-5276-5071 
102 東京都千代田区紀尾井町4・1

ニューオータニガーデンコート 9F

。 渡辺睦 人 昭和産業（株）技術部製油技師長 03・3293・7754
101 東京都千代田区内神田 2ー2-1
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理事 片岡 達 昭和電工（株）理事品質保証部長 03-5470-3591 
105 東京都港区芝大門 1 1 3 -9 

~ 宮垣 充弘 白鳥製薬（株）常務取締役 043-242・7631
261 千葉県千葉市美浜区新港54 

今 萩原耕作 仙波糖化工業（株）取締役会長 02858司 2”2171
321-43 栃木県真岡市並木町2-1ー10 

命 福岡 文ニ （株）創健社社長 045-491-0040 
221 神奈川県横浜市神奈川区片倉町 72 4 

。 成富正温 大正製薬（株）取締役企画部長 03-3985・1111
171 東京都豊島区高田 3-24-1

。 柴田征一 大日本製薬（株）食品化成品部市場開発部部長 06-203-5319 
541 大阪府大阪市中央区道修町2-6-8

~ 山崎 義 文 太陽化学（株）代表取締役副社長 0593-52-2555 
510 一重県四日市市赤堀新町9ー5

。 小林茂夫 大和製纏（株）常務取締役 03-3272-0561 
103 東京都中央区日本橋2-1-10

，， 石田幸久 武田薬品工業（株）ヘルスケア事業部

商品企画部長 03-3278-2450 
103 東京都中央区日本橋2-12-10

今 伊藤 博 田辺製薬（株）研究統括センタ一所長 06-300-2746 
532 大阪府大阪市淀川区加島3-16-89

。 原 健 帝人（株）医薬企画部長 03-3506-4529 
100 東京都千代田区内幸町2-1-1

。 金井 晃 東ソー（株）東京研究センタ一生物工学研究所長 0467・77-2211
252 神奈川県綾瀬市早川 2743-1

。 石川 宏 （株）ニチレイ取締役総合研究所所長 0423-91-1100 
189 東京都東村山市久米川町 1-52-14

。 越智宏倫 日研フード（株）代表取締役社長 ' 0538-49司 0122
437・01 静岡県袋井市春岡 72 3 -1 

。 長尾精一 日清製粉（株）理事製粉研究所長 0492-67-3910 
356 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡 5-3ー1

。 神田 洋 日清製油（株）取締役研究所長 045-461-0181 
221 神奈川県横浜市神奈川区千若町 1-3

。 神 伸明 日本ケロッグ（株）代表取締役社長 03-3805-8101 
116 東京都荒川区西日暮里2・26・2

日暮里UCピル5階
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理事 岡田 実 日本食品化工（株）研究所長 0545-53-5964 
417 静岡県富士市田島30 

，， 秦 邦男 日本製紙（株）専務取締役研究開発本部長 03-3218-8885 
100 東京都千代田区丸の内 1-4-5

ゐ 田中 健 次 日本ペプシコ社技術部長 03-3584・7343
107 東京都港区赤坂1-9-20第 16興和ピル

今 山根精一郎 日本モンサント（株） 03-5562-2624 
アグロサイエンス事業部バイオテクノロジ一部部長

107 東京都港区赤坂1・12・32アーク森ピル31階

今 藤原和 彦 日本リーパB.V. 03-3499・6061
テクノロジーグループマネージャー

150 東京都渋谷区渋谷2・22・3渋谷東口ピjレ

，， 末木一 夫 日本ロシュ（株）化学品本部 03-5443・7052
ヒューマンニュートリッション部学術課長
105 東京都港区芝2-6-1日本ロシュピル

，， 藤井高任 ネッスル日本（株）学術部長 03-3432・8269
106 東京都港区麻布台2-4ー5

今 杉j畢 戸品入、， ハウス食品（株）常務取締役 06-788-1231 
577 大阪府東大阪市御厨栄町lー5ー7

// 秋山 孝 長谷川香料（株）理事 03-3241-1151 
103 東京都中央区日本橋本町4-4-14

。 笹山 堅 ファイザー（株）代表取締役社長 03-3503-0441 
105 東京都港区虎ノ門2ー3-22第一秋山ピル

。 森田 雄平 不二製油（株）つくば研究開発センター長 0297・52-6321
300・24 茨城県筑波郡谷和原村絹の台4ー3

// 山内久実 （株）ボゾリサーチセンター取締役社長 03-3327・2111
156 東京都世田谷区羽根木1-3-11ボゾリサーチピル

，， 新保喜久雄 （株）ホーネンコーポレーション食品開発研究所長 0543・54・1584

424 静岡県清水市新港町2

// 野中道 夫 マルハ（株）顧問 03-3216-0208 

100 東京都千代田区大手町 1-1ー2

。 河瀬伸 行 ニ菱化成食品（株）生産企画部長 03-3563・1513
104 東京都中央区銀座1-3-9実業之日本社銀座ピル

。 古川 宏 一菱商事（株）食料開発部ヘルス7-J..・fームトグー 03-3210-6415 
100 東京都千代田区丸の内 2-6-3

// ニ木勝善 ミヨシ油脂（株）常務取締役 03-3603-1111 
124 東京都葛飾区堀切4-66-1
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理事 足立 嘉 明治製菓（株）生物科学研究所長 0492-84-7585 
350司 02 埼玉県坂戸市千代田 5-3-1

イシ 桑田 有 明治乳業（株）研究本部栄養科学研究所長 0423-91-2955 
189 東京都東村山市栄町 1ー21-3

~ 荒木一晴 森永乳業（株）研究情報センター食品総合研究所
分析センタ一室長 0462-52-3080 
228 神奈川県座間市東原 5-1-83

，， 郷 木 達 雄 （株）ヤクルト本社中央研究所研究管理部副主席
研究員 0425-77-8961 
186 東京都国立市谷保 17 9 6 

~ 山崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864-3011 
101 東京都千代田区岩本町3-2-4

今 林 利樹 山之内製薬（株）健康科学研究所長 03-3244-3384 
103 東京都中央区日本橋本町2ー3-11

Z》 神田 豊 輝 ライオン（株）食品研究所長 03-3621-6461 
130 東京都墨田区本所1ー3ー7

。 曾根 博 理研ビタミン（株）代表取締役社長 03-5275-5111 
101 東京都千代田区ニ崎町2-9-18(TDCピル）

。 田所洋三 リノール油脂（株）専務取締役名古屋工場長 052岨 611-4114
455 愛知県名古屋市港区潮見町37-15

。 丸山 孝 （株）ロッテ中央研究所基礎研究部部長 048-861-1551 
336 埼玉県浦和市沼影3-1-1

事務局長 桐村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318・9663

事務局次長 福冨文武 日本コカ・コーラ（株）学術調査マネージャー 03”5466”6715 

事務局次長 麓 大三 日本国際生命科学協会 03-3318・9663

事務局員 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

。 斎 藤 恵 里 日本国際生命科学協会 03-3318・9663

ク 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03-3318・9663
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編集後記

人口の急速な高齢化に伴って、エイジングや老化の問題に対する関心がー殻的にも

大変高まっております。 II.SIJAPANはこの問題について II.SI全体の取り組みの中心と

なって活動を続けております。 「ILS I・イルシー」 39号には3月4日の ILSI

JAP州総会後に行われました東京家政大学の苫米地理事長の「百歳老人のための食生

活Jと題するご講演の内容を掲載しました。大規摸な調査を基に長寿者の食生活の傾

向をまとめられたもので、貴重な記録であるとともに先生の示唆に富んだご提言もあ

り、専門家だけでなく一般的にも興味深いものであると思います。

さらに、講演に続いて行われた「加工食品の日付表示」についての安全問冴究委員

会大下委員長の中間報告も掲載致しました。政府機関でも王期主計画が進行しており、

食品産業にとって大変関心の高い問題であると思います。

また、本年より ILSl奈良毒性病理セミナーの第2回シリーズが開始さ九その最初

の会合が「内分秘器官」を対象に4月13日から15日まで奈良県新公会堂で開催されま

した。本号巻頭に小西副会長よりこのシリーズの意義について己主紹介頂いた他、この

セミナーの当初からの運営の中心であります福冨事務局次長に報告を頂きました。

皆様のご意見を頂き、日本及び世界各地での学術的なトピックス、回Iの支部や関係

機関の動きなどについての報告をさらに充実させて参りたいと考えております。ご協

力をお願い申し上げます。

(S.A) 
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